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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

基本技術実習Ⅰ（1単位） 2 
 

 

基本技術実習Ⅱ（1単位） 2 
 

歯科学概論（1単位） 2 
Early Clinical Exposure 

(連続する 2 日間) 

食の科学（１単位） 3 
 

全人教育演習Ⅰ・Ⅱ（各１単位） 3－4 
 

臨床基礎実習（16.5 単位） 

 
3－4 

保存修復・歯周病・歯内療法・矯正・

有床義歯補綴・冠橋義歯補綴・小児

歯科の 7 科目の基礎実習 

総合臨床基礎実習（12単位） 5 

いわゆるポリクリ実習 

Late Clinical Exposure(連続する 2

日間) 

臨床講義Ⅰ（3単位） 5 
臨床実習前に不要な医療安全、コミ

ュニケ－ション、情報管理など 

  
 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ：5 年次 6 月      ＯＳＣＥ：5年次 7月 

 

３．診療参加型臨床実習期間   5 年次 10 月～6年次 9月 

   必修    5 年次 10 月～6年次 9月（月金は臨床講義、火水木が臨床実習） 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

  

【歯】北海道大学 
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４．実習内容 

  

 

区 分 必修 

科 目 名 

臨床実習Ⅰ 

（5 年次 10 月～ 5年次 3 月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☐ そ の 他 

  

臨床実習Ⅱ 

（6 年次 4月～ 6年次 9月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

   

概 要 

 

科目名としては 5年次の各科臨床実習Ⅰと 6年次の各科臨床実習Ⅱの分けられるが、

5 年 10 月から 6 年 9 月まで連続しており、実際にはこの一年間に保存、補綴、口外以

外は各科数日ずつのローテーションを数回行う。口外は各班１か月集中的に行う。保

存、補綴については、その残りの期間に充てる。 

 

診 療 科 

保存修復 

5 年次 10月～6年次 9月 

他科のローテーション研修外の期間 

全 16日間（64コマ） 

歯内・歯周 全 16日間（64コマ） 

有床義歯補綴 全 16日間（64コマ） 

冠橋義歯補綴 全 16日間（64コマ） 

予防歯科 
5 年次 10月～6年次 9月 

6 日間（＋周術期１日） 
全 7日間（28コマ） 

口腔内科診断 5 年次 10月～6年次 9月 

2 科合わせて 

12 日間＋3日間 

全 15 日間（60コマ） 

口腔顎顔面外科 

矯正歯科 
5 年次 10月～6年次 9月 

3 日間×3 
全 9 日間（36コマ） 

小児・障害者歯科 
5 年次 10月～6年次 9月 

小児歯科 3日間×3、障害者歯科 1日 
全 10 日間（40コマ） 

歯科放射線 
5 年次 10月～6年次 9月 

2 日間×2 
全 4 日間（16コマ） 

歯科麻酔科 
5 年次 10月～6年次 9月 

5 日間 
全 5日間（20コマ） 

高齢者歯科 
5 年次 10月～6年次 9月 

6 日間 
全 6日間（24コマ） 

高次口腔医療セ

ンター 

5 年次 10月～6年次 9月 

2 日間 
全 2日間（8 コマ） 

地域医療

実 習 

院外実習（連続す

る3日間×2か所） 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☑  私立病院 

☑  診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

  

・協力患者の確保 

学生が継続的に担当し治療を進めていくことができる一般協力患者さんの数が少ないので、

協力を求めるリーフレットの作成、包括同意書や個別同意書の作成について、現在進行中であ

る。 

・指導医の教育 

指導医の患者さんを学生に診療させる積極性が指導医により異なるので、診療参加型臨床実

習の重要性やこれからの歯学臨床教育の在り方などについての知識を FD・WS などで指導医へ

浸透させる。 

・「訪問歯科診療実習」の実施 

昨年度から、6 年生全員が秋に１日間、近郊の開業医（臨床教授や臨床准教授の称号付与）

の訪問診療へ同行させてもらい、訪問診療の実習（体験）を実施している。 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

歯科臨床入門（１単位） １年次 
歯科医師の職責や基本的資質を学

ぶための診療科見学 

社会歯科学（２単位） ３年次 
医療人としての理念、守るべき関

連法規を学ぶ講義 

総合歯科学（２単位） ５年次 
臨床実習参加に要する態度と基本

的臨床技能を修得する実習 

合同講義：総合的歯科治療（１単位） ５年次 
複数の専門領域にわたる歯科疾

患・治療を総合的に理解する講義 

合同講義：医の倫理・社会の倫理（１単位） ５年次 
倫理観、社会性及び職業観を醸成

するための講義 

イノベイティブ展開歯学（１単位） ５年次 

全人的歯科医療について理解する

講義（文部科学省 5大学連携事

業・課題解決型高度医療人材養成

プログラム「健康長寿を育む歯学

教育コンソーシアム」の継続） 

歯学臨床ゼミ（１単位） ５年次 
歯科臨床シナリオについての PBL

形式授業 

臨床シミュレーション実習（２単位） ５年次 

統合型実習模型とシナリオを用い

一連の治療の流れを修得する実習

（文部科学省 3大学連携事業「連

携機能を活用した歯学教育高度化

プログラム」の継続） 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ：５年次７月      ＯＳＣＥ：５年次７月 

 

３．診療参加型臨床実習期間  ５年次 １２月～６年次１０月 

   必修   ５年次１２月～６年次１０月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

  

【歯】東北大学 
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４．実習内容 

 

  

区 分 必修 

科 目 名 

臨床実習 A（一次実習） 

（５年次１１月～５年次１２月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

  

臨床実習 B（二次実習） 

（５年次１２月～６年次１０月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習 

☑ そ の 他 

   

概 要 

一口腔単位の歯科治療を行うために必要な診療の基本（臨床診断・治療計画、医療安全・

感染対策）、基本的診察法、基本的臨床技能、チーム医療・地域医療、患者中心の医療

についての知識・技能及び態度を修得する。 

診 療 科 

口腔診断科 
５年次１１月～６年次１０月 

（週２コマ×２０週） 
全 40コマ（60時間） 

保存系診療科 
５年次１２月～６年次１０月 

（週１０コマ×１７週） 
全 170 コマ（255 時間） 

補綴系診療科 
５年次１２月～６年次１０月 

（週８コマ×１７週） 
全 136 コマ（204 時間） 

顎口腔外科 
５年次１１月～６年次１０月 

（週１８コマ×４週） 
全 72コマ（108 時間） 

歯科麻酔疼痛管理

科 

５年次１２月～６年次１０月 

（週１８コマ×１週） 
全 18コマ（27時間） 

予防歯科 
５年次１１月～６年次１０月 

（週 6コマ×1週）+（週 20 コマ×2週） 
全 46コマ（69時間） 

矯正歯科 
５年次１２月～６年次１０月 

（週 7コマ×1週）+（週 18 コマ×2週） 
全 43コマ（64.5 時間） 

小児歯科 
５年次１２月～６年次１０月 

（週 6コマ×1週）+（週 18 コマ×2週） 
全 42 コマ（63時間） 

障害者歯科治療部 
５年次１２月～６年次１０月 

（週１８コマ×１週） 
全 18コマ（27時間） 

顎口腔機能治療部 
５年次１２月～６年次１０月 

（週 18 コマ×１週） 
全 18コマ（27時間） 

顎口腔再建治療

部・歯科インプラ

ントセンター 

５年次１２月～６年次１０月 

（週１８コマ×１週） 全 18コマ（27時間） 

感染予防対策治療

部（医療安全含む） 

５年次１１月～５年次 1月 

（週２コマ×1.5 週） 
全 3コマ（4.5 時間） 

計 全 624 コマ（936 時間） 

地域医療

実 習 
3 日（15 時間） 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☑ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☑ 保健所 ☑ その他（介護保険施設） 

備 考 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

  

【課題】 

・特定機能病院のため、自験が可能な（難易度が高くない）症例の確保が困難。 

 

【対応策】 

・実際の症例を模したマネキン実習を可能とする「スキルスラボ」の充実。 

・スキルスラボにおける高頻度臨床手技（支台歯形成等）トレーニングの充実。 

・各診療科の垣根を超えて「一口腔単位」の視点で担当患者をトレースする実習の実施。 

・病院歯科の利点を活かし、医科歯科連携・多職種連携教育に資する周術期口腔機能管理、 

 病室往診による口腔管理、終末期緩和ケア病棟への往診や、口唇口蓋裂治療、顎顔面再建、 

 摂食嚥下リハビリテーションにおけるチーム医療を体験する実習を整備。 

・公的病院歯科と連携し、一般病院における医科歯科連携による周術期口腔機能管理を集中 

 的に学ぶ実習を実施。 

・介護保険施設入所者に対する訪問歯科診療の見学及び訪問診療見学記録の作成を体験する 

 実習を実施。 

・臨床実習内容を想起させるトピックスについて各科で講義を実施（臨床講義）。 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

早期臨床体験実習（30時間） 1 
各診療科、研究室を見学し、その中からテ

ーマを決め，グループ別に発表を行う。 

医の倫理（12時間） ２ 
医療者に必要な倫理の歴史、医療法等を学

習する。 

インフォームドコンセント（8時間 20分） ２ 
患者・家族と医療者の相互理解の意義、重

要性について学習する。 

医療面接（8 時間 20 分） ２ 

医療面接についてコミュニケーションの

基本を学習し、模擬患者による実習を行

う。 

チーム医療（8時間 20分） ２ 
チーム医療に取り組むべき姿勢、社会が求

める歯科医療等を学習する。 

医療安全と危機管理の基礎（10 時間 50分） ２ 
診療時に生じやすい事故、インシデントと

その予防法について学習する。 

各 診 療 科 に お け る 診 療 の 補 助 Ⅰ    

（24 時間 10 分） 
３ 

各診療科で診療時の補助の基本と清潔・不

潔を学び、相互実習を実施する。 

各 診 療 科 に お け る 診 療 の 補 助 Ⅱ     

（29 時間 10 分） 
３ 

各診療科で患者に挨拶して診療補助を行

い、実習内容についてレポートを作成す

る。 

D6 体験実習（20 時間） ４ 
6 年生の臨床実習の見学、補助を行う。見

学した症例の症例報告を行う。 

コンピュータシミュレーション実習    

（25 時間） 
４ 

CBT 形式で疾患と処置法について学習す

る。診療台のマネキンの歯を切削する実習

を行う。 

根拠に基づく歯科医療（5 時間） ５ 
歯科医療に必要な科学的根拠、社会への説

明責任について学習する。 

歯科医療情報システム（2 時間 30分） ５ 
電子カルテの操作法、カルテ記載の必要事

項・書式等を学習する。 

歯科診療文書 （2時間 30 分） ５ 
歯科診療時に必要な他科との依頼状・紹介

状の書き方、読み方の基本を学習する。 

 

 

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ：5 年次 7 月      ＯＳＣＥ：5年次 8月 

 

【歯】東京医科歯科大学 
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３．診療参加型臨床実習期間  5 年次 9月～6年次 11 月 

   必修    5 年次 9 月～ 6 年次 11 月 

   選択必修  5 年次 11 月～ 6 年次 11 月 

   選択    6 年次 2 月～ 6 年次 3 月 

 

４．実習内容 

  

 

区 分 必修 

科 目 名 
包括臨床実習 Phase I 

（ 5 年次 9月～ 5年次 10 月） 

☐ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☑ そ の 他 

  

概 要 
CBT・OSCE 終了後、学生診療室（第１総合診療室）での自験を中心とした診療参加型臨

床実習に入る前段階として、グループ別に各診療科で実習を行う。 

診 療 科 

むし歯外来 

保存修復・歯内治療 レジン修復・歯内療法のアクセ

スキャビティ形成・根管拡大の

模型実習 etc. 

歯周病外来 
歯周治療 

スケーリングの模型実習 etc. 

義歯外来 
歯冠補綴・欠損補綴 支台歯形成・筋形成の模型実

習，部分床義歯設計実習 etc. 

口腔外科外来 
抜歯 浸潤麻酔・血液検査の相互実習

etc. 

歯科放射線外来 
X 線撮影・読影 

 

X 線写真撮影の手技，読影の基

本を学習． 

小児歯科外来 

診断・治療計画 乳歯列から永久歯列への移行

を配慮した診断，治療計画立案

を学習． 

矯正歯科外来 
症例分析 各症例の模型，セファロ写真よ

り症例分析，治療方針を立案． 

歯科麻酔外来 
全身麻酔計画・見学 入院症例の全身麻酔の計画を

立案，手術室での見学． 

歯科総合診療部 
医療面接・電子カルテ・ケースプ

レゼンテーション 

医療面接の見学・相互実習，電

子カルテ入力，症例発表 etc. 

  

地域医療

実 習 
  

☑ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 
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区 分 必修 

科 目 名 
包括臨床実習 Phase Ⅱ 

（ 5 年次 11 月～ 6年次 11 月） 

☐ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☑ そ の 他 

  

概 要 

学生診療室（第１総合診療室）で学生が患者の担当となり、一口腔単位で口腔内診査

の後に、診療計画を策定する。治療順序に従い、専門外来の指導医の指導の下、自験

を基本とする診療参加型実習を行う。保存・補綴・口腔外科の処置を学生診療室で行

う。また、学生が担当する患者の口内法 X線写真撮影・読影を当番が行う。 

診 療 科 

むし歯外来 

保存修復・歯内治療 担当症例の診断・治療を行い、試験ケー

ス(必須)については術前・術後に教授診

断を受ける。 

歯周病外来 
歯周治療 

〃 

義歯外来 
歯冠補綴・欠損補綴 

〃 

口腔外科外来 
抜歯 

〃 

歯科放射線外来 

X 線撮影・読影 

 

学生診療室に設置の X線写真室で、当番

学生が全ての学生担当症例の X線写真を

撮影し、読影を行う。 

  

地域医療

実 習 
  

☑ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☑ その他（老健・在宅診療） 

備 考 

口腔保健衛生学専攻 4 年生との患者診療連携実習、医学科 6年生指導実習、口腔保健

工学専攻 4年生との CAD/CAM 連携実習等の学内他学科あるいは他学部との連携教育の

充実を進めている。 
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区 分 選択必修 

科 目 名 
包括臨床実習 Phase Ⅱ 

（ 5 年次 11 月～ 6年次 11 月） 

☐ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☑ そ の 他 

  

概 要 歯学部附属病院内各専門外来に当番として出向き、割り当てられた役割を行う。 

診 療 科 

口腔外科外来（外

来） 

難抜歯介助・小手術介助 
 

口腔外科外来（病

棟） 

入院患者手術見学 
 

顎義歯外来 診療見学および介助  

歯科麻酔外来 
全身状態評価・麻酔計画の立案・全身麻

酔・歯科麻酔外来見学・静脈確保 
 

小児歯科外来 診療見学および介助・口腔衛生指導・自験  

矯正歯科外来 診断  

スペシャルケア外

来－障害者歯科 

診療介助 
 

スペシャルケア外

来－高齢者歯科 

診療見学、訪問診療(摂食リハビリテーシ

ョン)への参加・見学 
 

ペインクリニック 診療見学・理学療法の体験実習  

インプラント外来 診療見学・模型実習  

顎関節治療部 診療見学・介助・触診相互実習  

息さわやか外来 外来見学  

スポーツ歯科外来 診療見学および介助  

歯科心身医療外来 診療見学・医療面接実習  

口腔ケア外来 外来実習  

歯科総合診断部 初診時医療面接・口腔内写真撮影  

薬剤部 薬剤部実習・調剤実習・製剤実習  

むし歯外来・歯周病

外来 

保存系外来見学 
 

義歯外来 外来見学  

医学部附属病院放

射線治療科 

診療見学 
 

医学部附属病院 

緩和ケア病棟 

病棟見学 

医学部 CC参加（シャドーイング） 
 

  

地域医療

実 習 
  

☑ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 
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区 分 選択 

科 目 名 
包括臨床実習 Phase I 

（ 5 年次 10 月～ 5年次 11 月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☑ そ の 他 

  

概 要 6 年生からの患者引継ぎ期間（オーバーラップ）の空き時間を利用し、選択実習を行う。 

診 療 科 

スキルスラボ 
自習(自習内容の指示と評価) 

 

歯科総合診療部 
医療面接 

 

むし歯外来 
外来見学 

 

歯周病外来 
外来見学・オペ見学 

 

義歯外来 
外来見学 

 

口腔外科 
外来見学、レポート作成 

 

歯科麻酔外来 
外来見学 

 

小児歯科外来 
外来見学 

 

 

矯正歯科外来 
外来見学 

 

スペシャルケア外

来（高齢者歯科） 

外来見学、レポート作成 
 

スペシャルケア外

来（障害者歯科） 

外来見学、レポート作成 
 

インプラント外来 
外来見学、レポート作成 

 

顎義歯外来 
外来見学、レポート作成 

 

スポーツ歯科外来 
外来見学、レポート作成 

 

息さわやか外来 
外来見学、レポート作成 

 

歯科心身医療外来 
外来見学、レポート作成 

 

  

地域医療

実 習 
 

☑ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☑ その他（各診療科研究室） 

備 考 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

 

区 分 選択 

科 目 名 
包括臨床実習 Phase Ⅲ 

（ 6 年次 2月～ 6年次 3月） 

☐ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☑ そ の 他 

  

概 要 
歯科医師国家試験受験後、研修医として必要な知識の習得あるいはアドバンス実習を

行う。 

診 療 科 

スキルスラボ 
自習(自習内容の指示と評価)、学外

客員教授による講習 
 

口腔外科外来 
講義・外来見学 

 

歯科麻酔外来 
講義・外来見学 

 

義歯外来 
講義・外来見学 

 

むし歯外来 
講義・外来見学・実習 

 

歯周病外来 
講義・外来見学 

 

スペシャルケア

外来（高齢者歯

科） 

講義・外来見学 
 

包括臨床実習主

任指導者 

講義 
 

  

地域医療

実 習 
 

☑ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☑ その他（各診療科研究室） 

備 考 

 

 

 

本学における診療参加型実習の内容は質・量とも充実していると考えている。しかし、今後

学生診療に協力してくださる患者数の減少が見込まれる。会計の迅速化、感謝状の贈呈等の

対応策を行っているが、一層の学生診療への協力による幸福感の付与が必要と思われる。 

病院新来患者に対して、学生診療協力患者予約枠を設置する(２０１９年８月以降)。また、

卒後の研修医の研修内容との区分の明確化が必要と考えている。 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

早期臨床実習Ⅰ（１単位） １年次 
 

早期臨床実習Ⅱ（１単位） ２年次 
 

顎顔面診断・治療学（PBL）（７単位） ５年次 
 

統合科目Ⅰ（４単位） ５年次 
 

統合科目Ⅱ（２単位） ５年次 
 

全身管理学（３単位） ５年次 
 

総合模型実習（２単位） ５年次 
 

口腔機能管理学（２単位） ５年次 
 

臨床予備実習（５単位） ５年次 
 

  

本学カリキュラムは臨床実習を歯学教育

の集大成と位置づけているため、上記以

外のすべての科目についても臨床実習を

効果的に実施するための準備となり得る

要素を含んでいると考えている。 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ： ５年次８月      ＯＳＣＥ： ５年次９月 

 

３．診療参加型臨床実習期間   ５年次１０月～６年次１１月 1週 

   必修    ５年次１０月～６年次１１月 1週 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 （該当なし） 

   選択    年次 月～ 年次 月 （該当なし） 

【歯】新潟大学 
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４．実習内容 

  

 

区 分 必修 

科 目 名 

臨床実習Ⅰ 

（５年次１０月～５年次３月４週） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☑ そ の 他 

  

臨床実習Ⅱ 

（６年次４月～６年次９月４週） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習 

☑ そ の 他 

   

臨床実習Ⅲ 

（６年次１０月～６年次１１月１週） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習 

☑ そ の 他 

   

概 要 

医歯学総合病院歯科の臨床実習専用スペース（実習優先＝10 台、合計 35台を研修や歯

科総合診療部スタッフと共有しており必要に応じて空きがあれば 10台以上を使用可）

において担当医の一人として診療に参加 

ACCEPT Project と名付けた本学独自の運営コンセプトに基づき、診療録記載、技工、

投薬、X 線等の指示、次回予約などについても指導教員の監督の下すべて学生が行う 

診 療 科 

歯の診療科 
各専門診療科から（口腔外科は必要に応じて）毎日臨床実習指導を

担当する教員が臨床実習専用スペースに専任として出向する 

各科指導教員は本学独自のシステム（主治医制度：臨床実習にご協

力願える新患が来院した際、当日の主訴に関係する指導教員が主治

医となり、学生と共に治療計画を立案する）にしたがって臨床実習

における学生の自験（主治医インストラクターと学生が立案した治

療手順に則り、当日学生が行う処置を）を指導する 

臨床実習は全診療科が関係する総体として運営されており、修了要

件も全体として設定しているが、それぞれの診療科でミニマムリク

ワイヤメントも設定している 

高度な治療については見学・介助のケースもあり 

コマ数ではなく自験ケース数で管理しているためそれぞれの時間

を算出することは不可能 

歯周病科 

義歯科 

冠ブリッジ科 

口腔再建外科 

顎顔面口腔外科 

歯科麻酔科 
主に見学・介助中心の実習を実施 

コマ数ではなくケース数で管理して

いるため、それぞれの時間を算出す

ることは不可能 

予防歯科、口腔リハ科では学外施設

での実習あり 

全身麻酔、IV-S 見学など 

歯科放射線科 
デンタル、パノラマ撮影、診

断など 

予防歯科 
集団健診参加、地域歯科保健

レポートなど 

矯正歯科 診断実習、治療見学など 

小児・障がい者 

歯科 
診療体験、介助、見学など 

口腔リハビリテ

ーション科 

施設見学、摂食機能療法の見

学など 

計 
臨床実習全体で 888 コマ 

（1,332 時間） 

地域医療

実 習 
 合計 1 日程度 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☑ その他（老健施設    ） 

備 考 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

  

・協力患者の確保 

歯科医師免許を持たない学生を担当医に加えて治療を行うことは、何事にも質の保証や効率

化、時短が求められる現代社会のニーズに逆行しているように思えるが、診療参加型臨床実

習を維持するために工夫する。Student Dentist 制度が導入されることにも期待したい。 

・指導教員の質的維持 

臨床実習実施委員会を通じて情報の共有や臨床実習のさらなる充実を啓発する。必要に応じ

て FD を開催し、診療参加型臨床実習の意義を全教員に周知する 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

歯学序説Ⅰ（2単位） 1 年次 
医療コミュニケーションとして 2

コマ（計 180 分）の演習を実施 

プレポリクリ（1単位） 2 年次 
計 1800 分実施 

臨床歯学演習 5 年次 

臨床系科目の基礎実習内容の復習

を中心として（計 3240 分）演習を

実施 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ： ５ 年次 ７ 月      ＯＳＣＥ： ５ 年次 ７ 月 

 

３．診療参加型臨床実習期間   ５ 年次 ９ 月～ ６ 年次 １０ 月 

   必修   ５ 年次 ９ 月～ ６ 年次 １０ 月 

   選択必修 ５ 年次 １０ 月～ ６ 年次 １０ 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

【歯】大阪大学 
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４．実習内容 

  

 

  

区 分 必修 

科 目 名 
臨床実習 

（ 5年次 9月～ 6年次 10 月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

  

概 要 

配当された患者に対してクリニカルチームの一員として実際に治療を担当する配当実

習に加え、当番制による院内各科のローテート実習を組み合わせた形式として実施し

ている。 

診療科 

予防歯科  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 年次 9 月～6年次 10 月 

（週 30 コマ × 52 週） 
全 1560 コマ（2080 時間） 

保存科 

口腔治療・歯周科 

口腔外科１ 

口腔外科２ 

口腔補綴科 

咀嚼補綴科 

矯正科 

小児歯科 

放射線科 

歯科麻酔科 

検査部 

顎口腔機能治療部 

障害者歯科治療部 

口腔総合診療部 

計  全 1560 コマ（2080 時間） 

地域医療

実 習 
該当なし 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

  

区 分 選択必修 

科 目 名 
臨床実習 

（ 5年次 10 月～ 6年次 10 月） 

☐ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

  

概 要 

医学部附属病院歯科治療室における「急性期病院臨地実習」および、介護施設、個人宅

における「在宅介護臨地実習」を実施している。両実習とも、予め設定されたスケジュ

ールに対して各学生が自らの都合を考慮して予約をとる形で実施している。いずれの

実習も１ケース以上を必須としている。 

診 療 科 

医学部附属病院

歯科治療室 

5 年次 10月～6年次 10月 

 （上記期間中に 3日以上） 
18 コマ（24 時間） 

学外の臨床実習

協力施設 

5 年次 12月～6年次 10月 

 （上記期間中に 1日以上） 
3 コマ（4時間） 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

  

地域医療

実 習 
 28 時間 

☑ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☑ 私立病院 

☑ 診療所 ☐ 保健所 ☑ その他（ 介護施設  ） 

備 考 

 

今年度から学外実習を本格的に開始したが、 

1. 学外の施設へ派遣する際の交通費は学生の自己負担のままで構わないか。 

2. 施設によっては、臨床実習生が労働力の一部として期待される傾向にある。 

3. 施設間あるいは実習日間での学習内容・クオリティが必ずしも均一であるとはいえない。 

などの課題を認識しており、その解決策について検討を加えている。 

18



 

診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

早期見学実習 1 年次 3 単位 

医療法学・社会福祉学 3 年次 0.5 単位 

介護施設を用いた PBL 演習 3 年次 1 単位 

総合歯科医療の基本 4 年次 0.5 単位 

歯科診療における安全管理 4 年次 0.5 単位 

医療コミュニケーション学演習 4 年次 0.75 単位 

講義シリーズ 1（生活習慣病と口腔） 4 年次 1 単位 

講義シリーズ 2（急性期医療） 5 年次 1 単位 

講義シリーズ 3（在宅介護医療） 5 年次 1 単位 

実践歯科医療学 5 年次 0.5 単位 

臨床技能実習 5 年次 7 単位 

シミュレーション実習 5,6 年次 0.5 単位 

高度医療支援･周術期口腔機能管理実習 5,6 年次 0.5 単位 

在宅介護歯科医療実習 5,6 年次 0.5 単位 

   

    

  

【歯】岡山大学 
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２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ： ５年次 ７月      ＯＳＣＥ： ５年次 ７月 

 

３．診療参加型臨床実習期間   ５年次 ９月～ ６年次 ９月 

   必修    ５年次 ９月～ ６年次 ９月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 
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４．実習内容 

  

 

区 分 必修 

科 目 名 
診療参加型臨床実習 

（ ５年次 ９月～ ６年次 ９月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☐ そ の 他 

  

概 要 

臨床実習では，「臨床技能，知的能力，人間性」を総合して教育を行う。すなわち指導

教員のもとに学生の主体性を重んじた「一口腔一単位」さらには「全人的な歯科臨床教

育」を学生―指導教員の協力を軸とした臨床実習システムのもとに行う（クリニカルク

ラークシップの実践）。臨床系各分野の講義及び基礎実習さらに臨床予備実習で習得し

た知識，技能をもとに，実際の臨床の場において指導教員の指導のもとで診療を行う。

各診療科の診療内容の実際を臨床の場で理解し，基本的な診療技術を習得することと

ともに，歯科診療に携わるための基本的な考え方についても学習する。 

診 療 科 

むし歯科 

５年次９月～ ６年次９月 184 日 

歯周科 

クラウンブリッ

ジ補綴科 

咬合・義歯補綴科 

予防歯科 

矯正歯科 ５年次９月～ ６年次９月 4 日 

口腔外科 (再建

系)，(病態系) 
５年次９月～ ６年次９月 17 日 

歯科放射線･口腔

診断科 
５年次９月～ ６年次９月 26 日 

小児歯科 ５年次９月～ ６年次９月 7 日 

歯科麻酔科･スペ

シャルニーズ歯

科センター 

５年次９月～ ６年次９月 5 日 

医療支援歯科セ

ンター 
５年次９月～ ６年次９月 5 日 

   

計 248 日 

地域医療

実 習 
 2 日 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☑ 公的病院 ☐ 私立病院 

☑ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 

夏休み 2 週間（10日） 

1 日あたり 7 時間の実習 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

・臨床研修へのシームレスな引継ぎ（ログブックの充実） 

・プロフェッショナリズム教育の充実 

・学生の多面的評価法の検討 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

臨床見学演習・実習 ２年次 
１単位 

 

    〃 ３年次 
２単位 

    〃 ５年次 
１単位 

予備実習 ５年次 
９～10 月 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ：５年次６月      ＯＳＣＥ：５年次９月 

 

３．診療参加型臨床実習期間  ５年次９月～６年次 10 月 

   必修   ５年次９月～６年次 10 月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

  

【歯】広島大学 
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４．実習内容 

  

５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

区 分 必修 

科 目 名 
臨床実習（予備実習含む） 

（５年次９月～６年次 10月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☐ そ の 他 

  

概 要 

 予備実習を含めて４期で構成し，それぞれの期間に全体的な達成目標とそれぞれに

合わせた学生個人の目標を設定し，段階ごとに技能の難易度と知識・技能・態度の重

点的教育を実施する。小グループ（男女混合の３～４人）と担当のグループチュータ

ー制で，学生個人はグループチューターの評価・アドバイスを受けて個人の目標を設

定して実習を進めていく。診療ケースの進捗状況はグループチューターに報告し，目

標が達成できるように相談する。期間終了ごとに評価試験を行う。 

 参考までに以下Ａ班（４名）の臨床実習日程を示す。 

 

診 療 科 

予備実習 

9/10～10/25 

臨床実習心得，各診療科案内 

9/10～9/12 
 

 
第１期間 

9/13～9/19 

保存修復学・歯内療法学，

歯周療法学 

 

第２期間 

9/20～10/2 

予防歯科学，歯科麻酔学，

薬剤部，障害者歯科学，口

腔検査学，口腔総合診療科 

 
第３期間 

10/3～10/9 

義歯補綴学，クラウンブリ

ッジ補綴学 

 
第４期間 

10/10～10/15 

口腔外科学Ⅰ・Ⅱ，歯科矯

正学 

 
第５期間 

10/16～10/19 
放射線学 

 
第６期間 

10/22～10/25 

小児歯科学，口腔外科学

Ⅰ・Ⅱ 

臨床実習 

10/29～10/18 

第１期 

10/29～2/21 

担当のグループチューター

が臨床実習のサポートをす 

 
第２期 

2/25～6/19 

る。２週間に１回グループ

ミーティングを開き，進捗 

 
第３期 

6/21～10/18 

状況確認，症例発表，症例

提示などを行う。 

地域医療

実 習 
  

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

ＳＩＨ道場(1単位) １ 
 

 

早期体験実習(2 単位) ２ 
シャドウウィング 

医の倫理と安全管理(1単位) ４ 
 

社会と歯科医療(1単位) ５ 
 

臨床予備実習 ５ 
チュートリアル，固定実習，学外

体験実習，関連講義 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ： ５年次 ７月      ＯＳＣＥ： ５年次 ９月 

 

３．診療参加型臨床実習期間  ５年次１０月～６年次９月 

   必修    ５年次１０月～６年次９月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

  

【歯】徳島大学 
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４．実習内容 

  

 

  

区 分 必修 

科 目 名 
臨床実習 

（５年次１０月～６年次９月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☐ そ の 他 

  

概 要 

歯科疾患を抱える患者を全人的・全身的に捉える態度を養い，卒後臨床研修を行うため

に必要な基本的歯科診療能力を習得するとともに口腔保健増進の重要性を深く認識す

る。 

診 療 科 

歯科臨床実習 
５年次１０月～６年次９月 

 

矯正歯科 

臨床実習 

５年次１０月～６年次９月 
 

小児歯科 

臨床実習 

５年次１０月～６年次９月 
 

口腔外科 

臨床実習 

５年次１０月～６年次９月 
 

口腔内科 

臨床実習 

５年次１０月～６年次９月 
 

歯科放射線科 

臨床実習 

５年次１０月～６年次９月 
 

歯科麻酔科 

臨床実習 

５年次１０月～６年次９月 
 

総合歯科診療部

臨床実習 

５年次１０月～６年次９月 
 

口腔インプラン

トセンター 

臨床実習 

５年次１０月～６年次９月 

 

顎関節症外来 

臨床実習 

５年次１０月～６年次９月 
 

障碍者歯科外来 

臨床実習 

５年次１０月～６年次９月 
 

歯科衛生室 

臨床実習 

５年次１０月～６年次９月 
 

  

地域医療

実 習 
  

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（    ） 

備 考 

 

 

 

26



 
 
 

 

５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

  

区 分 必修 

科 目 名 
 臨床実習（学外） 

（5 年次 10 月～ 6年次 9月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習  

☐ そ の 他 

  

概 要 

高齢者（要介護高齢者）および心因性疾患を持つ患者の口腔内の状態を観察し，口腔健

康管理の重要性を理解すると共に，身体的、精神的および心理的特徴と基本的口腔ケア

や歯科治療上の留意点を理解し，その手順を習得する。 

また、地域に密着した歯科診療所（一般歯科医院：徳島大学病院歯科部門と協定した実

習協力機関）において，臨床教授の監督・指導により，どのような診療が行われている

かを体得することを目的とする。 

診 療 科 

歯科・予防歯科 

学外臨床実習 

５年次１０月～６年次９月 
介護老人施設等 

歯科・そしゃく科

学外臨床実習 

５年次１０月～６年次９月 
私立病院 

学外臨床実習・ 

歯科診療所 

５年次１０月～６年次９月 
歯科診療所（一般歯科医院） 

小児歯科 

学外臨床実習 

５年次１０月～６年次９月 
学外地域保健センター 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

計 ４５単位 

地域医療

実 習 
 1 週（30時間） 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☑ 私立病院 

☑ 診療所 ☐ 保健所 ☑ その他（老健・障害者施設） 

備 考 

 

 

 

（１）配当患者の確保：高度に求められるようになってきた患者の人権・権利に十分配慮す

る必要があり，またその上で治療の質の保証を行わなければならない。そのために，スチュ

ーデントデンティスト称号にふさわしい臨床実習前の教育の充実を図っていく。また，カリ

キュラム編成において臨床実習期間を可能な限り長く確保できるような工夫を行う。 

（２）地域医療（地域包括ケアシステムの体験）：県および地域歯科医師会，および市町村と

連携を図り，地域医療，とくに地域包括ケアシステムを体験できる場をより充実させる必要

がある。また本学には口腔保健学科も備えていることから同学科とも連携教育を模索したい。 

27



 
 

診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要）［※2019 年度に 6年次として在籍する学生に関する状況］ 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

歯学オリエンテーション（0.5 単位） 1 年次 
【1 泊 2日の合宿研修】 
・講義＆グループ学習（プロフェッショナリズム、
キャリアパス）：6時間 

歯学総論１（2単位） 2 年次 

・病院見学：2時間×4回（8 時間） 
・PBL：2時間×5 回（10時間） 
・講義＆グループ学習（プロフェッショナリズム、
キャリアパス）：3時間×2 回（6時間） 

歯学総論２（2単位） 2 年次 
・TBL：2時間×6 回（12時間） 
・講義＆グループ学習（プロフェッショナリズム、
キャリアパス）：2時間×2 回（4時間） 

歯学総論３（2単位） 3 年次 
・TBL：2時間×6 回（12時間） 
・講義＆グループ学習（プロフェッショナリズム、
キャリアパス）：2時間×2 回（4時間） 

歯学総論４（2単位） 4 年次 
・TBL：2時間×6 回（12時間） 
・講義＆グループ学習（プロフェッショナリズム、
キャリアパス）：2時間×2 回（4時間） 

行動科学１（1.5 単位） 4 年次 
・講義＆実習（コミュニケーション、創造的問題解
決、医療面接、医療倫理ほか）：2時間×12回（24 時
間） 

行動科学２（2単位） 4 年次 
・講義＆実習（プロフェッショナリズム、医療面
接、医療安全、医療連携、医療管理ほか）：2時間×
14 回（28時間） 

インフォームドコンセント（1 単位） 4 年次 
【医療系統合教育科目】講義＆実習（インフォーム
ドコンセント）：4時間×5 回（20 時間） 

臨床倫理（1 単位） 4 年次 
【医療系統合教育科目】講義＆実習（臨床倫理）：4
時間×3回（12時間） 

地域包括ケアシステム（1 単位） 4 年次 
【医療系統合教育科目】講義（地域包括ケアシステ
ム）：2時間×8回（16時間） 

歯学総論 5（2単位） 5 年次 ・TBL：2時間×6 回（12時間） 

臨床予備実習（単位化せず） 5 年次 
・専門診療科における実習（シミュレーション実
習、相互実習ほか）：4時間×40 回（160 時間） 

【注意】歯学教育モデル・コア・カリキュラムに基づいて各専門分野が実施する講義＆実習［口腔

予防医学、歯科保存学、歯周病学、歯科補綴学、口腔インプラント学、小児歯科学・障害者歯科学、

歯科矯正学、口腔外科学、歯科麻酔学、高齢者歯科学、全身管理歯科学ほか］については記載せず、

本学歯学部で実施している特記すべきもののみを記載している。 

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ：５年次７月      ＯＳＣＥ：５年次８月 

３．診療参加型臨床実習期間  ５年次 10 月～６年次９月 

   必修   ５年次 10 月～６年次９月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月  

【歯】九州大学 
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４．実習内容 

  

  

区 分 必修 

科 目 名 

歯科臨床実習 

（５年次 10 月～６年次６月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習 

☑ そ の 他 

  

アドバンスト臨床実習 

（６年次６月～６年次９月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

   

概 要 

臨床実習では、総合的な診療能力の基本としての知識、技能及び態度を修得するため

に、個々について独立して行うのではなく臨床実習全体を通して体系的に行わなけれ

ばならない。また法令を遵守し、社会制度や歯科医療関連法規に沿った診療を行うこと

を学ぶ。 

学生が卒業時までの目標として基本的な診察や技能を修得し、歯科医学・医療の進歩と

改善に資するために、臨床を通して研究意欲と基礎的素養を身に付け、卒業後に歯科医

師としての資質・能力を涵養するには、できるだけ自験を行うことが必要であり、歯学

教育モデル・コア・カリキュラムの「臨床実習の内容と分類」に記載した実習内容を参

照し、臨床実習を行う。 

診 療 科 

歯周病科 
５年次 10月～６年次９月 

（週 2コマ×22 週） 
全 44 コマ（176 時間） 

歯内治療科 
５年次 10月～６年次９月 

（週 2コマ×22 週） 
全 44 コマ（176 時間） 

咬合補綴科／ 

義歯補綴科 

５年次 10月～６年次９月 

（週 4コマ×22 週） 
全 88 コマ（352 時間） 

顎口腔外科／ 

顔面口腔外科 

５年次 10月～６年次９月 

（週 10 コマ×8 週） 
全 74 コマ（296 時間） 

歯科麻酔科 
５年次 10月～６年次９月 

（週 10 コマ×2 週） 
全 20 コマ（80時間） 

矯正歯科 
５年次 10月～６年次９月 

（週 10 コマ×3 週） 
全 30 コマ（120 時間） 

小児歯科・スペシ

ャルニーズ歯科 

５年次 10月～６年次９月 

（週 8コマ×3週） 
全 25 コマ（100 時間） 

口腔画像診断科 
５年次 10月～６年次９月 

（週 10 コマ×3 週） 
全 30 コマ（120 時間） 

高齢者歯科・全身

管理歯科 

５年次 10月～６年次９月 

（週 10 コマ×2 週） 
全 20 コマ（80時間） 

口腔総合診療科 
５年次 10月～６年次９月 

（週 10 コマ×2 週） 
全 20 コマ（80時間） 

薬剤部 
５年次 10月～５年次 12月 

（週 2コマ×1週） 
全 2 コマ（8時間） 

計 397 コマ（1,588 時間） 

地域医療

実 習 
  

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☑ 公的病院 ☑ 私立病院 

☑ 診療所 ☐ 保健所 ☑ その他（歯科訪問診療） 

備 考 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

  

【課題と対策】 

・学生担当患者さんの確保 

  → 既に対策を講じているが、学部レベルでは効果的な対策が見当たらない。 

・シミュレーション実習等の充実による学生の臨床スキル向上 

→ 臨床スキルトレーニング部門の効率的運用 

・指導教員のエフォート配分 

  → 「研究」とのエフォート配分は難しく、効果的な対策は見当たらない。 

・大学病院における専門診療科の診療実績維持／向上との両立 

  → 相反する事項であり、効果的な対策は見当たらない。 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

学内早期体験実習（3.5 単位） １ 
 

 

学外早期体験実習（3.5 単位） 1 
 

歯学展望（2単位） １ 
 

コミュニティー教育・実習（0.5 単位） ３ 
 

歯科医師のコンピテンシーI（0.5 単位）） １ 
 

歯科医師のコンピテンシーII（0.5 単位） ２ 
 

歯科医師のコンピテンシーIII（0.5 単位） ３ 
 

歯科医師のコンピテンシーIV（0.5 単位） ４ 
 

歯科医師のコンピテンシーV（0.5 単位） ５ 
 

（臨床開始前実習） ５ 
（臨床実習の一部） 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前）１ 

   ＣＢＴ：５年次６月      ＯＳＣＥ：５年次７月 

 

３．診療参加型臨床実習期間   ５年次５月～６年次９月 

   必修  ５年次５月～６年次９月 

  

【歯】長崎大学 
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４．実習内容 

  

 

区 分 必修 

科 目 名 

 

（５年次５月～６年次９月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

  

 

（ 年次 月～ 年次 月） 

☐ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

   

概 要 全ての診療科において、診療参加型実習を行う（単位数４３） 

診 療 科 

口腔保健学 
５年次５月～６年次９月 

 

歯科矯正学 
５年次５月～６年次９月 

 

小児歯科学 
５年次５月～６年次９月 

 

保存修復学 
５年次５月～６年次９月 

 

歯周歯内治療学 
５年次５月～６年次９月 

 

口腔インプラン

ト学 

５年次５月～６年次９月 
 

歯科補綴学 
５年次５月～６年次９月 

 

口腔腫瘍治療学 
５年次５月～６年次９月 

 

顎口腔再生外科

学 

５年次５月～６年次９月 
 

周術期口腔管理

学 

５年次５月～６年次９月 
 

頭頸部放射線学 
５年次５月～６年次９月 

 

歯科麻酔学 
５年次５月～６年次９月 

 

障害者歯科学 
５年次５月～６年次９月 

 

摂食嚥下リハ学 
５年次５月～６年次９月 

 

  

地域医療

実 習 
  

☑ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

歯科臨床早期体験実習（2単位） 1 年次 
 

 

地域体験実習（1.5 単位） 2 年次 
 

地域医療学実習（1.5 単位） 3 年次 
 

臨床予備実習（7単位） 5 年次 
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ： ５年次６月      ＯＳＣＥ： ５年次８月 

 

３．診療参加型臨床実習期間   ５年次１０月～６年次９月 

   必修   ５年次１０月～６年次９月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

  

【歯】鹿児島大学 
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４．実習内容 

５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

区 分 必修 

科 目 名 

臨床実習Ⅰ 

（5 年次 10 月～5 年次 3月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習  

☑ そ の 他 

  

臨床実習Ⅱ 

（6 年次 4月～6年次 9月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習  

☑ そ の 他 

   

概 要 

【臨床実習Ⅰ（２２週）・臨床実習Ⅱ（２２週）】 

学生全体を１０グループに分け、８群（Ａ：口腔保健科、Ｂ：小児歯科、Ｄ：顎顔面放

射線科、Ｅ：口腔外科、Ｆ：口腔顎顔面外科、Ｇ：歯科麻酔科、Ｈ：成人系＋矯正科、

および歯科総合診療部）の各週に分かれた各科を５日間単位でローテートする。 

診 療 科 

保存科   

歯周病科   

冠・ブリッジ科   

義歯補綴科   

口腔保健科   

矯正歯科   

小児歯科   

口腔外科   

口腔顎顔面外科   

歯科麻酔科   

顎顔面放射線科   

歯科総合診療部   

計  

地域医療

実 習 

地域医療学実習 

（5年次12月～3月） 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☑ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（       ） 

備 考 

臨床実習の一環で、「地域・離島歯科医療実習」があり、5年次 10 月から 6年次 7月

までの期間で、①離島巡回歯科診療同行実習②離島歯科医療実習③大崎町特定健診お

よび歯科健診同行実習のいずれかに参加する 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

臨床体験実習Ⅰ（0.5 単位） １年次 
 

 

臨床体験実習Ⅱ（2単位） ２年次 
 

臨床体験実習Ⅲ（1単位） ４年次 
 

スキルアップ実習Ⅰ（0.5 単位） ４年次 
 

スキルアップ実習Ⅱ（1単位） ５年次 
 

スキルアップ実習Ⅲ（1単位） ５年次 
 

  
 

  
 

  
 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ：４年次２月      ＯＳＣＥ：４年次３月 

 

３．診療参加型臨床実習期間   5 年次 4月～ 6 年次 9月 

   必修    5 年次 4月～6年次 9月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

  

【歯】九州歯科大学 
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４．実習内容 

  

区 分 必修 

科 目 名 

クリニカルクラークシップⅠ 

（5 年次 4月～5年次 7月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

  

クリニカルクラークシップⅡ 

（5 年次 9月～5年次 3月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

   

クリニカルクラークシップⅢ 

（6 年次 4月～6年次 9月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

   

概 要 

１） クリニカルクラークシップⅠ概要 

専門分野における歯科医療を理解し、併せて診療参加型臨床実習に必要な基本的歯科

医療の知識、態度、技能を習熟させる。 
２） クリニカルクラークシップⅡ概要 

診療参加型臨床実習を通じて、実際に様々な患者に接する中で、患者本位の医療を実

践し、基本的歯科医療に必要な知識、態度、技能を習熟させる。 
３）クリニカルクラークシップⅢ概要 

診療参加型臨床実習を通じて、実際に様々な患者に接する中で、患者本位の医療を実

践し、基本的歯科医療に必要な知識、態度、技能を習得させる。  

診 療 科 

オリエンテーション 

５年次 4月〜7月(5 コマ，10 時間） 

５年次 9月〜3月(12 コマ，24 時間) 

６年次 4月〜9月(2 コマ，4時間) 

全 19コマ（38時間） 

プライマリー 

（第一総合診療科・

診断科） 

５年次 4月〜7月(10 コマ，20 時間） 

５年次 9月〜3月(専任期間 80 コマ,160 時

間、その他随時担当患者来院時対応 30 コ

マ、60 時間程度) 

６年次 4月〜9月(専任期間 160 コマ,320

時間、その他随時担当患者来院時対応 20

コマ、40 時間程度) 

 

全 250 コマ（500 時間） 

（専任期間のみ） 

その他担当患者来院時を含

めて場合は全 300 コマ，600

時間程度 

保存診療科  

５年次 4月〜7月(8 コマ，16 時間） 

５年次 9月〜3月(40 コマ，80 時間) 

６年次 4月〜9月(40 コマ，80 時間) 

全 88コマ（176 時間） 

歯周病科 

５年次 4月〜7月(8 コマ，16 時間） 

５年次 9月〜3月(40 コマ，80 時間) 

６年次 4月〜9月(40 コマ，80 時間) 

全 88コマ（176 時間） 

義歯科  

５年次 4月〜7月(8 コマ，16 時間） 

５年次 9月〜3月(40 コマ，80 時間) 

６年次 4月〜9月(40 コマ，80 時間) 

全 88コマ（176 時間） 

口腔インプラン

ト科 

５年次 4月〜7月(8 コマ，16 時間） 

５年次 9月〜3月(40 コマ，80 時間) 

６年次 4月〜9月(40 コマ，80 時間) 

全 88コマ（176 時間） 

口腔外科 

５年次 4月〜7月(6 コマ，12 時間） 

５年次 9月〜3月(48 コマ，96 時間) 

６年次 4月〜9月(32 コマ，64 時間) 

全 86 コマ（172 時間） 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

  

病棟 

５年次 4月〜7月(6 コマ，12 時間） 

５年次 9月〜3月(24 コマ，48 時間) 

６年次 4月〜9月(16 コマ，32 時間) 

全 46 コマ（92時間） 

口腔内科 

（学外実習含） 

５年次 4月〜7月(6 コマ，12 時間） 

５年次 9月〜3月(48 コマ，96 時間) 

６年次 4月〜9月(32 コマ，64 時間) 

全 86 コマ（172 時間） 

歯科麻酔・あんし

ん科 

５年次 4月〜7月(6 コマ，12 時間） 

５年次 9月〜3月(24 コマ，48 時間) 

６年次 4月〜9月(16 コマ，32 時間) 

全 46 コマ（92時間） 

歯科放射線科 

５年次 4月〜7月(6 コマ，12 時間） 

５年次 9月〜3月(24 コマ，48 時間) 

６年次 4月〜9月(16 コマ，32 時間) 

全 46 コマ（92時間） 

口腔環境科 

（学外実習含） 

５年次 4月〜7月(6 コマ，12 時間） 

５年次 9月〜3月(24 コマ，48 時間) 

６年次 4月〜9月(16 コマ，32 時間) 

全 46 コマ（92時間） 

小児歯科 

５年次 4月〜7月(6 コマ，12 時間） 

５年次 9月〜3月(24 コマ，48 時間) 

６年次 4月〜9月(16 コマ，32 時間) 

全 46 コマ（92時間） 

矯正歯科 

５年次 4月〜7月(6 コマ，12 時間） 

５年次 9月〜3月(24 コマ，48 時間) 

６年次 4月〜9月(16 コマ，32 時間) 

全 46 コマ（92時間） 

内科 

（学外実習含） 

５年次 4月〜7月(4 コマ，8時間） 

５年次 9月〜3月(4 コマ，8時間) 

６年次 4月〜9月(2 コマ，4時間) 

全 10 コマ（20時間） 

外科 
５年次 4月〜7月(2 コマ，4時間） 

全２コマ（4時間） 

計 全 1,125 コマ（2,250 時間） 

地域医療

実 習 

 全 20 コマ（40

時間） 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☑ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☑ その他（消防署，老健施設） 

備 考 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

医療人間学実習 (2 単位) １ 
30 時間 

医療倫理 医療倫理学入門 (2 単位) １ 
30 時間 

多職種連携 多職種連携入門 (2 単位) １ 
30 時間 

多職種連携 看護福祉概論 (2 単位) １ 
30 時間 

多職種連携 医薬品の科学 (2 単位) ２ 
30 時間 

多職種連携 リハビリテーション科学概論 (2 単位) ３ 
30 時間 

医療コミュニケーション (1 単位) ３ 
30 時間 

多職種連携（医療行動科学） (2 単位) ４ 
30 時間 

歯科医療行動科学 (１単位) ４ 
30 時間 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ： ４年次 ２月      ＯＳＣＥ： ４年次 ２月 

 

３．診療参加型臨床実習期間   5 年次 4 月～ 6 年次 5 月 

   必修    5 年次 4 月～ 6 年次 5 月 

   選択必修  5 年次 3 月～ 5 年次 3 月 

   選択     年次  月～ 年次  月 

  

【歯】北海道医療大学 
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４．実習内容 

  

 

 

  

区 分 必修 

科 目 名 

臨床実習Ⅰ 

（ ５年次 ７月～ ５年次 ２月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習  

☑ そ の 他 

  

臨床実習Ⅱ 

（ ６年次 ４月～ ６年次 ５月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習  

☐ そ の 他 

   

概 要 

5 年次に北海道医療大学病院および北海道医療大学歯科クリニックで診療参加型臨床

実習を行う 

5 年次では特別養護老人ホームなどで施設実習を行う 

6 年次に診療参加型臨床実習のまとめとして自験症例の症例発表を行う 

6 年次に学外の開業医・病院歯科で学外実習を行う 

※臨床実習１・Ⅱでは総合診療室で診療チームの一員として診療に参加するため、保

存・補綴・口腔外科などの区別なく担当患者が必要とする治療に参加する。各診療科

における実習の内容はポートフォリオで確認される。 

診 療 科 

臨床実習Ⅰ 
５年次４月～ ５年次２月  

1575 時間 

臨床実習Ⅱ 
６年時４月～ ６年時 5月 

342 時間 

※診療科 参考 
 

 

歯 科 
（う蝕、歯周病、冠、義歯等） 

 
 

矯正歯科 
 

 

歯科口腔外科 
 

 

歯科麻酔科 
 

 

小児歯科 
 

 

放射線科 
 

 

地域医療

実 習 
施設実習，学外実習 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☑ 私立病院 

☑ 診療所 ☐ 保健所 ☑ その他（  福祉施設  ） 

備 考 

施設実習は 1 年時と同じ特別養護老人ホームなどの施設での実習 

学外実習は開業歯科医師あるいは私立病院での実習（1週間） 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

  

区 分 選択必修 

科 目 名 
海外臨床実習 

（ ５年次 ３月～ ５年次 ３月） 

☐ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☑ そ の 他 

  

概 要 

海外における歯学部または病院に短期間滞在し（Aは１週間、Bは 2週間程度）、臨床の

見学を主体とした研修を受ける。 

 

 

 

 

診 療 科 

海外臨床実習 A 
5 年次 3 月 

 
30 時間 

海外臨床実習 B 
5 年次 3 月 

 
60 時間 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

  

地域医療

実 習 
  

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 

 

 

 

診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題として患者さんの確保が必要な

ので、患者さんからのフィードバックをいただいて、協力して下さる患者さんの確保に努め

たいと考えています。 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

看護・介護体験実習 1 
※ 歯科医学概論の一部として設定 

歯科専門体験実習 2 
※ 学内診療科または研究室での実

習と開業歯科医院での実習 

社会と歯科医療・チーム医療 

（大学間連携 IT 教育） 

3・4・

5 

※ 学年により他科目の一部として

実施 

  
 

  
 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ：4 年次 1 月      ＯＳＣＥ：4年次 2月 

 

３．診療参加型臨床実習期間  5 年次 4月～6年次 4月 

   必修    5 年次 4月～6年次 4月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

  

【歯】岩手医科大学 
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４．実習内容 

５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

区 分 必修 

科 目 名 
臨床実習 

（5 年次 4月～6年次 4月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習  

☑ そ の 他 

（介護体験実習） 

概 要 
 

 

診 療 科 

総合歯科学 
5 年次 4月～6年次 4 月 

全 187 時間 

予防歯科学 
5 年次 4月～6年次 4 月 

全 43 時間 

保存修復学 

歯内治療学 

5 年次 4月～6年次 4 月 
全 104.5 時間 

歯周療法学 
5 年次 4月～6年次 4 月 

全 35 時間 

歯科補綴学 
5 年次 4月～6年次 4 月 

全 186.5 時間 

口腔外科学 
5 年次 4月～6年次 4 月 

全 183 時間 

歯科麻酔学 
5 年次 4月～6年次 4 月 

全 69 時間 

歯科放射線学 
5 年次 4月～6年次 4 月 

全 87.5 時間 

歯科矯正学 
5 年次 4月～6年次 4 月 

全 93 時間 

小児歯科学 
5 年次 4月～6年次 4 月 

全 65.5 時間 

障害者歯科学 
5 年次 4月～6年次 4 月 

全 61.5 時間 

内科学 
5 年次 4月～6年次 4 月 

全 3.5 時間 

臨床薬学 
5 年次 4月～6年次 4 月 

全 15 時間 

計 全 1134 時間 

地域医療

実 習 

1 または 2日間 

（7.5 時間） 

☐ 附属病院 ☑ 国公立病院 ☑ 公的病院 ☐ 私立病院 

☑ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 

上記のほか、介護施設での体験実習 2 日間（15時間）、補習等の名目で各学生が重点

的に科目を選択できる時間（約 150 時間）を設定している。 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

エレクティブスタデイ １～４ 

58 コマ、58 時間、１～4年の学年

を問わず主体性をもって興味を持

つ分野科目を選択し学修研鑽する 

歯科医学演習（１単位） １年次 
30 コマ、30 時間 

歯科医療概論（１単位） １年次 
15 コマ、15 時間 

臨床医学概論（１単位） １年次 
15 コマ、15 時間 

歯科医療人間学（２単位） 1 年次 
30 コマ、30 時間 

医療英会話（0.5 単位） ２年次 
15 コマ、15 時間 

歯科医療人間学Ⅱ（２単位） 2 年次 
60 コマ、60 時間 

歯科医療管理学（１単位） 3 年次 
15 コマ、15 時間 

歯科医療人間学Ⅲ（2単位） 3 年次 
30 コマ、30 時間 

臨床総合演習（2単位） 4 年次 
66 コマ、66 時間 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ：４年次 ２月      ＯＳＣＥ：４年次 １月 

 

３．診療参加型臨床実習期間   ５年次 ４月～ ５年次 ３月 

   必修    ５年次 ４月～ ５年次 １月 

   選択必修  ５年次 ２月～ ５年次 ３月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

【歯】奥羽大学 
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４．実習内容 

  

 

  

区 分 必修 

科 目 名 
診療参加型臨床実習 

（ ５年次 ４月～ ５年次 ２月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

  

概 要 

指導歯科医のもとで医療チームの一員として歯科医療に携わり、歯科教育モデル・コ

ア・カリキュラムに記載されている「F臨床実習」および「臨床実習内容の水準」を到

達目標として履修し、歯科医療に必要な知識・技能・態度を身につける。MT 研修では

チーム医療および地域医療の必要性を理解するために、病棟・栄養室・薬局・臨床検査

室・総合受付に５日間出向し、各業務をローテーションして業務内容を理解する。Er研

修では研究志向および自己研鑽の資質を得るために、基礎系９科目に 5日間出向し、各

科に 5 日間出向し、各科における知識と技能を再確認して歯科医療への必要性を認識

する。 

 

 

 

 

 

診 療 科 

補綴科 
5 年次 4月～5年次２月 

（週 35 コマ×12 週） 
全 420 コマ（420 時間） 

保存科 
5 年次 4月～5年次２月 

（週 35 コマ×12 週） 
全 420 コマ（420 時間） 

口腔外科 
5 年次 4月～5年次２月 

（週 35 コマ×8 週） 
全 280 コマ（280 時間） 

小児歯科 
5 年次 4月～5年次２月 

（週 35 コマ×4 週） 
全 140 コマ（140 時間） 

矯正歯科 
5 年次 4月～5年次２月 

（週 35 コマ×3 週） 
全 105 コマ（105 時間） 

麻酔科 
5 年次 4月～5年次２月 

（週 35 コマ×4 週） 
全 140 コマ（140 時間） 

放射線科 
5 年次 4月～5年次２月 

（週 35 コマ×3 週） 
全 105 コマ（105 時間） 

MT、Er 
5 年次 4月～5年次２月 

（週 7コマ×1週） 
全 7 コマ（7時間） 

計 全 1617 コマ（1617 時間） 

地域医療

実 習 
 １日（8時間） 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☑ その他（太陽の国   ） 

備 考 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

  

区 分 選択必修 

科 目 名 
基礎系科目実習 

（ ５年次 ２月～ ５年次 ３月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習 

☑ そ の 他 

  

概 要 

臨床能力をさらに向上させるために、希望する臨床系科目（必須１科目）、基礎系科目

（必須１科目）および学外研修へ出向し、アドバンス的な知識・技能を習得する。 

 

 

 

 

診 療 科 

基礎系 
５年次 ２月～ ５年次 ３月 

（週 35 コマ×４週） 
全 140 コマ（140 時間） 

臨床系 
５年次 ２月～ ５年次 ３月 

（週 35 コマ×４週） 
全 140 コマ（140 時間） 

学外研修 
５年次 ２月～ ５年次 ３月 

（週 35 コマ×４週） 
全 140 コマ（140 時間） 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

  

地域医療

実 習 
 １日（8時間） 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☑ その他（ 太陽の国  ） 

備 考 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

臨床実習体験Ⅰ 

（1 班 8 名：口腔保健 4 名+vertical tier 4 名） 
1 9 コマ 13.5 時間、学期末に試験 

臨床実習体験Ⅱ 

（1 班 7 名：vertical tier 4 名） 
3 8 コマ 12.0 時間、学期末に試験 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ：4 年次 2 月      ＯＳＣＥ：4年次 2月 

 

３．診療参加型臨床実習期間  5 年次 4月～5年次 3月 

   必修    5 年次 4月～5年次 3月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

  

【歯】明海大学 
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４．実習内容 

  

区 分 必修 

科 目 名 

臨床実習Ⅰ（午前は 3時間、午後は 3.5 時間） 

（5 年次 4月～5 年次 5月）午前 3時間 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☐ そ の 他 

9.5 時間 x 1 週 

=9.5 時間 を基本 

臨床実習Ⅱ（午前は 3時間、午後は 3.5 時間） 

（5 年次 6月～5 年次 3月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習  

☐  そ の 他 

35.5 時間 x 3 週

=106.5 時間 を基本 

概 要  

診 療 科 

口腔診断科 
5 年次 4 月～5年次 2月 

9.5 時間(臨実Ⅰ),35.5 時間 x3 週(臨実Ⅱ)  
116 時間 

保存修復科 

歯内療法科 

5 年次 4 月～5年次 2月 

9.5 時間(臨実Ⅰ),35.5 時間 x3 週(臨実Ⅱ)  
116 時間 

歯周病科 
5 年次 4 月～5年次 2月 

9.5 時間(臨実Ⅰ),35.5 時間 x3 週(臨実Ⅱ)  
116 時間 

ｸﾗｳﾝ･ﾌﾞﾘｯｼﾞ 
5 年次 4 月～5年次 2月 

9.5 時間(臨実Ⅰ),35.5 時間 x3 週(臨実Ⅱ)  
116 時間 

有床義歯 
5 年次 4 月～5年次 2月 

9.5 時間(臨実Ⅰ),35.5 時間 x3 週(臨実Ⅱ)  
116 時間 

口腔外科学 1 
5 年次 4 月～5年次 2月 

9.5 時間(臨実Ⅰ),35.5 時間 x3 週(臨実Ⅱ)  
116 時間 

口腔外科学 2 
5 年次 4 月～5年次 2月 

9.5 時間(臨実Ⅰ),35.5 時間 x3 週(臨実Ⅱ)  
116 時間 

歯科麻酔科 
5 年次 4 月～5年次 2月 

9.5 時間(臨実Ⅰ),10 時間 x1 週(臨実Ⅱ)  
19.5 時間 

矯正歯科 
5 年次 4 月～5年次 2月 

9.5 時間(臨実Ⅰ),35.5 時間 x3 週(臨実Ⅱ)  
116 時間 

小児歯科 
5 年次 4 月～5年次 2月 

9.5 時間(臨実Ⅰ),35.5 時間 x3 週(臨実Ⅱ)  
116 時間 

放射線科 
5 年次 4 月～5年次 2月 

9.5 時間(臨実Ⅰ),35.5 時間 x3 週(臨実Ⅱ)  
116 時間 

PDI 診療センター 
5 年次 4 月～5年次 2月 

9.5 時間(臨実Ⅰ),13 時間 x1 週(臨実Ⅱ)  
22.5 時間 

障がい者歯科 
5 年次 4 月～5年次 2月 

3.5 時間(臨実Ⅰ),13 時間 x1 週(臨実Ⅱ)  
16.5 時間 

摂食嚥下科 
5 年次 4 月～5年次 2月 

3.5 時間(臨実Ⅰ),13 時間 x1 週(臨実Ⅱ)  
16.5 時間 

高齢者歯科 
5 年次 4 月～5年次 2月 

3.5 時間(臨実Ⅰ),10 時間 x1 週(臨実Ⅱ)  
17 時間 

口腔保健科 
5 年次 4 月～5年次 2月 

9.5 時間(臨実Ⅰ)，6.5 時間 x 7 日 (臨実Ⅱ)  
55 時間 

計 1307 時間 

地域医療

実 習 

 週（17時間） 

臨実Ⅰ+臨実Ⅱ 

☑ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☑ 診療所 ☐ 保健所 ☑ その他（高齢者施設） 

備 考  
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

コミュニケーション学「病院見学」 1 
 

コミュニケーション学「医療面接」 3 
 

課題講義（コミュニケーション学） 4 
 

矯正・局義・児歯合同実習 

（コミュニケーション学Ⅳ） 
4 

 

 
 

 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ：第 4学年次 2 月(2018 年 2 月) ＯＳＣＥ：第 4学年次 2 月(2018 年 2 月) 

 

３．診療参加型臨床実習期間   第 5 学年 4月～第 6学年 4月 

   必修    第 5 学年 4月（2018 年 4 月）～第 5学年 3月（2019 年 3 月） 

   選択必修  第 5 学年 3月（2019 年 3 月）～第 6学年 4月（2019 年 4 月） 

   選択    年次 月～ 年次 月 

  

【歯】東京歯科大学 

基本的に、どの科目においても診療参加型臨床実習を効果的に実施する 

ための授業（準備）を行っているが、その中で特に効果的に実施する 

ために授業（準備）している科目に絞って、今回、記載しました。 
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４．実習内容 

  

 

  

区 分 必修 

科 目 名 

臨床実習 

※第 5学年 4 月（2018 年 4 月） 

～第 5学年 3 月（2019 年 3 月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☐ そ の 他 

  

概 要 

学年全体を５つの班に分け大班とし、更に大班を４つの班に分け小班としている。 

臨床実習のスケジュールに応じて、大班もしくは小班で実習行っている。なお、実習は平

日と土曜日（半日）に実施されているが、 

下記の実習時間は１日を５時間としている。 

診 療 科 

保存科 
臨床実習期間中（※）、 

各科前期後期ともに、24 日間実施 

全 48 日間（240 時間） 

補綴科 全 48日間（240 時間） 

口腔外科 
臨床実習期間中（※）、 

前期 24 日間、後期 22 日間実施 
全 46 日間（230 時間） 

口腔インプラント科 
臨床実習期間中（※）、 

前期 6日間実施 
全 6 日間（30時間） 

歯科麻酔科 
臨床実習期間中（※）、 

前期 6日間、後期 2日間実施 
全 8 日間（40時間） 

放射線科 
臨床実習期間中（※）、 

前期 6日間、後期 6日間実施 
全 12 日間（60時間） 

矯正歯科 
臨床実習期間中（※）、 

前期 3日間、後期 6日間実施 
全 9 日間（45時間） 

小児歯科 
臨床実習期間中（※）、 

前期 3日間、後期 5日間実施 
全 8 日間（40時間） 

臨床検査科 
臨床実習期間中（※）、 

後期 1日実施 
全 1 日間（5 時間） 

健康スポーツ歯科 

臨床実習期間中（※）、 

各科後期 2日間実施 

全 2 日間（10時間） 

摂食・嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 全 2 日間（10時間） 

ｽﾍﾟｼｬﾙﾆｰｽﾞ歯科・ 

ﾍﾟｲﾝｸﾘﾆｯｸ科 
全 2 日間（10時間） 

市川総合病院(医科・歯科) 
臨床実習期間中（※）、 

各施設前期後期ともに 12 日間実施 

全 24 日間（120 時間） 

千葉歯科医療センター 全 24日間（120 時間） 

計 約 240 日間（1,200 時間） 

地域医療

実 習 
  

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 
摂食・嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科および千葉歯科医療センターでの臨床実習においては、 

訪問診療（病院、施設、居宅など）で実際に口腔ケア（実地）を行っている。 
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区 分 選択必修 

科 目 名 

臨床実習 

※第 5学年 3 月（2019 年 3 月） 

～第 6学年 4 月（2020 年 4 月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☐ そ の 他 

  

概 要 

臨床実習の仕上げとして、アドバンスコースとベーシックコースに分かれ、 

アドバンスコースの学生が、自ら希望した診療科に配属される。 

なお、実習は平日と土曜日（半日）に実施されているが、 

下記の実習時間は１日を５時間としている。 

診 療 科 

保存科 

臨床実習期間中（※）、各科 22 日間

実施 

全 22日間（110 時間） 

補綴科 全 22 日間（110 時間） 

口腔外科 全 22 日間（110 時間） 

口腔インプラント科 全 22日間（110 時間） 

歯科麻酔科 全 22 日間（110 時間） 

放射線科 全 22 日間（110 時間） 

矯正歯科 全 22 日間（110 時間） 

小児歯科 全 22 日間（110 時間） 

市川総合病院(医科・歯科) 全 22 日間（110 時間） 

臨床検査科 

臨床実習期間中（※）、22 日間実施 

（４科でローテーション） 
全 22日間（110 時間） 

健康スポーツ歯科 

摂食・嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 

ｽﾍﾟｼｬﾙﾆｰｽﾞ歯科・ 

ﾍﾟｲﾝｸﾘﾆｯｸ科 

 
 

 

 
 

 

計 全 1,100 時間 

地域医療

実 習 
  

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 
摂食・嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科での臨床実習においては、 

訪問診療（病院、施設、居宅など）で実際に口腔ケア（実地）を行っている。 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

在宅チーム医療と倫理 TBLⅡ 2 
臨床シナリオを基にした TBL 

在宅チーム医療と倫理 TBLⅢ 4 
臨床シナリオを基にした TBL 

学部連携チーム医療 PBLⅡ 3 
臨床シナリオを基にした PBL 

学部連携チーム医療 PBLⅢ 4 
臨床シナリオを基にした PBL 

オーラルフィジシャンの基盤Ⅰ 2 
歯科医療現場のVTRを基にディスカ

ッション及び模擬医療面接 

オーラルフィジシャンの基盤Ⅱ 3 
医療面接および看護師の業務見学 

オーラルフィジシャンの基盤Ⅲ 4 
模擬患者による医療面接 

臨床入門 2 
患者付添い、診療体験、印象採得経

験の実習 

歯科診療の基本 3 
診療体験実習および診療の基本実

習 

医の原則・歯科医師の基本的態度 3 
医療倫理、プロフェッショナリズ

ム、医療人としての心構え 

歯科総合診療の基本 4 
医療面接の基本と応用、症例検討と

治療計画立案演習 

口腔医学とチーム医療Ⅰ 3 
症例課題を用いた eラーニング 

口腔医学とチーム医療Ⅱ 4 
症例課題による医療面接 

臨床実習Ⅰ 4 
臨床実習への予備実習の位置づけ 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ： 4 年次 12 月      ＯＳＣＥ： 4 年次 1 月 

３．診療参加型臨床実習期間   5 年次 4 月～ 6 年次 5 月 

   必修    5 年次 4 月～ 5 年次 3 月 

   選択必修  6 年次 4 月～ 6 年次 5 月 

   選択    年次 月～ 年次 月  

【歯】昭和大学 
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４．実習内容 

  

区 分 必修 

科 目 名 

臨床実習Ⅰ 

（ 4年次 2月～ 4年次 3月） 

☐ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☑ そ の 他 

  

臨床実習Ⅱ 

（ 5年次 4月～ 5年次 3月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習  

☐ そ の 他 

   

概 要 

臨床実習Ⅰ：次年度の臨床実習Ⅱでより充実した参加型臨床実習が行えるように、デ

ィプロマ・ポリシーのすべてを統合しながら臨床参加の基本的な知識と技能、必修知

識を学修、演習、実習する。 

臨床実習Ⅱ：外来や病棟で歯科臨床に参加し、目の前で行われる担当医の診断・治療

を通して指導を受ける。これまで各科目で学んできた知識・技術・態度を体系的に整

理し、現場での行動やコミュニケーションのとり方を学び、現場での気づきや自分の

課題を加えて臨床能力を養う。 

診 療 科 

全科（臨床実習Ⅰ） 
4 年次 2月～4年次 3月の間のローテ

ーション 
全 100 コマ（150 時間） 

病院歯科 
5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 
全 52コマ（78時間） 

連携歯科 
5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 
全 16コマ（24時間） 

口腔リハビリテーショ

ン科 
5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 
全 12コマ（18時間） 

障害者歯科 
5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 
全 12コマ（18時間） 

美容歯科/歯周病科/ 
歯内治療科/総合診療歯

科 

5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 全 198 コマ（297 時間） 

補綴歯科 5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 
全 106 コマ（159 時間） 

高齢者歯科 5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 
全 54コマ（81時間） 

インプラント歯科 5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 
全 18コマ（27時間） 

顎関節症科 5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 
全 18コマ（27時間） 

矯正歯科 5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 
全 60コマ（90時間） 

小児歯科 5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 
全 60コマ（90時間） 

歯科放射線科 5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 
全 60コマ（90時間） 

顎顔面口腔外科（外来） 5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 
全 40コマ（60時間） 

顎顔面口腔外科（手術

室・病棟） 
5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 
全 20コマ（30時間） 

頭頸部腫瘍センター 5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 
全 20コマ（30時間） 
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歯科麻酔科 5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 
全 16コマ（24時間） 

総合内科 5 年次 4月～5年次 3月の間のローテ

ーション 
全 4コマ（6 時間） 

計 全 866 コマ（1299 時間） 

地域医療

実 習 
全8コマ（12時間） 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☑ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 
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区 分 選択必修 

科 目 名 
臨床実習Ⅲ 

（ 6年次 4月～ 6年次 5月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☑ そ の 他 

  

概 要 

選択実習は５年次臨床実習を終了した学生を対象にして、さらに高度ないし包括的な

診療に参加して、広く歯科医療を理解することを目的として６年次に行う。なお、学

内外・海外の教育研究施設での研修も可能であり、視野の広い歯科医師を育成するこ

とを目的とする。1クール 3週間×2 とし、それぞれのクールで異なる科を選択する。 

診 療 科 

口腔外科 
6 年次 4月または 6年次 5月 

（週 10 コマ×3週） 
全 30 コマ（45時間） 

インプラント歯

科 

6 年次 4月または 6年次 5月 

（週 10 コマ×3週） 
全 30 コマ（45時間） 

口腔リハビリテ

ーション科 

6 年次 4月または 6年次 5月 

（週 10 コマ×3週） 
全 30 コマ（45時間） 

顎関節症治療科 
6 年次 4月または 6年次 5月 

（週 10 コマ×3週） 
全 30 コマ（45時間） 

矯正歯科 
6 年次 4月または 6年次 5月 

（週 10 コマ×3週） 
全 30 コマ（45時間） 

高齢者歯科 
6 年次 4月または 6年次 5月 

（週 10 コマ×3週） 
全 30 コマ（45時間） 

歯周病科 
6 年次 4月または 6年次 5月 

（週 10 コマ×3週） 
全 30 コマ（45時間） 

歯内治療科 
6 年次 4月または 6年次 5月 

（週 10 コマ×3週） 
全 30 コマ（45時間） 

小児歯科 
6 年次 4月または 6年次 5月 

（週 10 コマ×3週） 
全 30 コマ（45時間） 

障害者歯科 
6 年次 4月または 6年次 5月 

（週 10 コマ×3週） 
全 30 コマ（45時間） 

総合診療歯科 
6 年次 4月または 6年次 5月 

（週 10 コマ×3週） 
全 30 コマ（45時間） 

地域連携歯科 
6 年次 4月または 6年次 5月 

（週 10 コマ×3週） 
全 30 コマ（45時間） 

美容歯科 
6 年次 4月または 6年次 5月 

（週 10 コマ×3週） 
全 30 コマ（45時間） 

補綴歯科 
6 年次 4月または 6年次 5月 

（週 10 コマ×3週） 
全 30 コマ（45時間） 

歯科放射線科 
6 年次 4月または 6年次 5月 

（週 10 コマ×3週） 
全 30 コマ（45時間） 

歯科麻酔科 
6 年次 4月または 6年次 5月 

（週 10 コマ×3週） 
全 30 コマ（45時間） 

計 全 60 コマ（90時間） 

地域医療

実 習 
  

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

専門総合特別講義Ⅲ（１単位） ４ 
 

 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ：４年次１月      ＯＳＣＥ：４年次２月 

 

３．診療参加型臨床実習期間  ５年次４月～６年次６月 

   必修   ５年次４月～６年次６月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

  

【歯】日本大学歯学部 
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４．実習内容 

５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

区 分 必修 

科 目 名 

臨床歯科学Ⅱ・臨床実習 

（５年次４月～５年次３月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

  

臨床実習アドバンスト 

（６年次３月～６年次６月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

   

概 要 
５年次は患者担当制の診療参加型臨床実習およびローテーション実習 

 

診 療 科 

口腔外科 
５年次４月～６年次６月 

全 317 時間 

歯科麻酔科 
５年次４月～６年次６月 

全 72 時間 

口腔診断科 
５年次４月～５年次３月 

全 29 時間 

歯科放射線科 
５年次４月～５年次３月 

全 15 時間 

歯科矯正科 
５年次４月～５年次３月 

全 52 時間 

小児歯科 
５年次４月～５年次３月 

全 50 時間 

補綴科 
５年次４月～６年次６月 

全 521 時間 

保存科 
５年次４月～６年次６月 

全 523 時間 

摂食機能療法科 
６年次４月～６年次６月 

全 8 時間 

歯科 

インプラント科 

６年次４月～６年次６月 
全 8 時間 

地域医療

実 習 
１日（７時間） 

☑ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☑ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 
 

 

・患者の確保 

・事前準備の充実 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

医療行動科学１～8（各 1単位） 1～4 
 

 

歯科材料学１（3 単位） ２ 
 

放射線学２（2単位） ２ 
 

歯科保存学１（9 単位） ３ 
 

歯科保存学２（2 単位） ４ 
 

歯科補綴学 1（9 単位） ３ 
 

歯科補綴学２（3 単位） ４ 
 

歯科麻酔学（3単位） ４ 
 

口腔顎顔面外科学（7 単位） ４ 
 

小児歯科学（3単位） ４ 
 

歯科矯正学（3単位） ４ 
 

障害者歯科学（2 単位） ４ 
 

高齢者歯科学（1 単位） ４ 
 

    

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ：４年次２月      ＯＳＣＥ：４年次２月 

３．診療参加型臨床実習期間   ５年次４月～ ６年次４月 

   必修    ５年次４月～ ６年次４月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    ６年次４月 

【歯】日本大学松戸歯学部 
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４．実習内容 

  

 

区 分 必修 

科 目 名 

臨床実習 

（ ５年次４月～５年次３月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習  

☑ そ の 他 

  

課題別臨床実習Ⅰ 

（ ６年次４月 ） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☑ そ の 他 

   

概 要 

5 年：各診療科ポリクリ（5 年 4 月）、各診療科ローテーション配属（5 年 5 月～6 年 4

月）、配当患者一口腔単位の Student Dentist（SD）診療（5 年 5 月～6 年 4 月）、臨床

能力試験トライアル（CPX: 5 年 8 月～2月、CSX：5年 3 月）、臨床能力到達試験（主に

SP との医療面接、5年 3月）、地域医療実習（訪問診療見学、5 年で 1回以上実施）、ポ

ートフォリオ作成（5 年 4 月～6年 4月）、選択実習（6年 4月）を実施。 

 

診 療 科 

保存科（修復・歯

内） 

5 年 36 日(1 日 6 時間,土曜 3時間） 

6 年 3日（1日 6時間） 
 

補綴科（口腔ｲﾝﾌﾟﾗ

ﾝﾄ科を含む） 

5 年 72 日(1 日 6 時間,土曜 3時間） 

6 年 7日（1日 6時間） 
 

口腔外科 
5 年 36 日(1 日 6 時間,土曜 3時間） 

6 年 7日（1日 6時間） 
 

歯周科 
5 年 36 日(1 日 6 時間,土曜 3時間） 

6 年 3日（1日 6時間） 
 

放射線科 
5 年 6日(1 日 6時間） 

6 年 1日（1日 6時間） 
 

矯正歯科 
5 年 6日(1 日 6時間） 

6 年 1日（1日 6時間） 
 

小児歯科 
5 年 6日(1 日 6時間,土曜 3時間） 

6 年 1日（1日 6時間） 
 

麻酔・全身管理科 
5 年 3日(1 日 6時間） 

6 年 1日（1日 6時間） 
 

臨床検査科 
5 年 3日(1 日 6時間） 

6 年 1日（1日 6時間） 
 

特殊歯科 
5 年 3日(1 日 6時間） 

6 年 1日（1日 6時間） 
 

総合診療科（初診） 
5 年 3日(1 日 6時間） 

 
 

顎関節・咬合科, 

スポーツ健康歯科 

5 年 3日（1日 2時間） 
 

Student 

Dentist(SD)診療 

5 年 5月～6年 4月（配当患者の毎回

の予約時） 

 

 

  

地域医療

実 習 
1 回以上実施 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☑ その他（ 訪問診療見学 ） 

備 考 

 

 

 

61



 
 

 

 

５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

区 分 選択 

科 目 名 
課題別臨床実習Ⅰ 

（６年次４月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☐ そ の 他 

  

概 要 

6 年次 4 月に実施される課題別臨床実習Ⅰに、下記の 5科において、希望者が主要科の

配属がないときに選択し、実施する。 

 

 

 

診 療 科 

口腔インプラン

ト科 

2 時間 
 

矯正歯科 
2 時間 

 

特殊歯科 
2 時間 

 

顎関節・咬合科 
2 時間 

 

スポーツ健康歯

科 

2 時間 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

  

地域医療

実 習 
 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 

 

 

 

平成 30 年度は CPX トライアルを臨床実習評価に加えることによって、学生の自験実施を積極

的に促すことができ、また指導医の意識向上も図ることができたと考えられる。本年度以降

も、各科配属に加えて、配当患者での CPX 実施によって、診療参加型実習の質・量をさらに

充実できると考えられる。しかし、現在配当患者数が学生 1 名につき２～３名であり、全て

の学生に平等に自験を実施させるための患者確保が極めて困難な状況であり、患者確保への

努力が必要である。 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

コミュケーション概論 実習 2 
14 コマ（9：00-12：10） 

 

歯科硬組織修復学 実習 3 
14 コマ（9：00-12：10） 

 

小児歯科学 実習 4 
7 コマ（9：00-12：10） 

歯科矯正学 実習 4 
7 コマ（9：00-12：10） 

歯内療法学 実習 4 
14 コマ（13:10-16:20） 

歯冠補綴学 実習 4 
7 コマ（9：00-12：10） 

全部床義歯補綴学 実習 4 
14 コマ（13:10-16:20） 

歯周病学 実習 4 
14 コマ（13:10-16:20） 

部分床義歯補綴学 実習 4 
7 コマ（9：00-12：10） 

口腔外科の基本手技（ｲﾝﾌﾟﾚﾝﾄ実習を含む）実習 4 
14 コマ（13:10-16:20） 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ： ４年次 ２月      ＯＳＣＥ： ４年次 ２月 

 

３．診療参加型臨床実習期間   ４年次 ３月中旬～ ５年次 ３月末 

   必修１    ５年次 ４月～ ５年次 ９月 

      必修 2       ５年次 １０月～ ５年次 ２月 

   選択        ５年次 ６月～ ５年次 ２月 

  

【歯】日本歯科大学生命歯学部 
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４．実習内容 

  

 

  

区 分 必修 

科 目 名 

 必修１ 

（ ５年次 ４月～ ５年次 ９月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

  

 必修２ 

（ ５年次 １０月～ ５年次 ２月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

   

概 要 

臨床で特に高頻度に遭遇する症例を選定し，テストケースとし，患者及び指導医からの

評価を受ける。また，ケースによっては事前のレポート提出，口頭試問を受けなければ

ならない。 

 

診 療 科 

放射線科 
口腔内Ｘ線写真撮影 等 

 

保存科 
簡単な成形修復 等 

 

歯内療法科 
ラバーダム防湿，根管治療 等 

 

歯周病科 
歯周組織検査 等 

 

補綴科 
全部被覆冠を基本とする歯冠修復，

多数歯欠損床義歯 等 
 

小児歯科 
小児のブレッシング指導 等 

 

口腔外科 
浸潤麻酔，抜歯 等 

 

口腔リハビリテ

ーション科 

高齢者の医療面接 等 
 

  

地域医療

実 習 
  

☑ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

  

区 分 選択 

科 目 名 
 

（ ５年次 ４月～ ５年次 ２月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

  

概 要 

選択症例は，水準１（基本）と水準２（アドバンス）の２つに分類され，さらにモデル・

コア・カリキュラムにはふくまれなくても臨床現場において重要と考える症例を追加

している。 

 

 

診 療 科 

保存科 
複雑な成形修復 等 

 

歯内療法科 
麻酔抜髄 等 

 

歯周病科 
スケーラーのシャープニング 等 

 

補綴科 
支台築造，ゴシックアーチトレーシ

ング 等 
 

口腔外科 
下顎智歯抜歯，縫合 等 

 

小児歯科 
小児歯科の PMTC 等 

 

 
 

 

 
 

 

  

地域医療

実 習 
 

☑ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 

 

 

 

本大学では，量的にはある程度充実している思われる。よって，質をどのように高めるか

が大きな課題と考えている。現在，若手教員のスキルアップを図るべく，各専門分野の認定

医，専門医の取得を促している。 

持ち患者制（一定数）の臨床実習をさらに充実させる。それにより，学生が治療の流れ，

次への過程に移行するときの判断・診断基準を十分に理解でき，それに必要な技能を身に付

けられるように指導する。 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

早期臨床実習Ⅰ（1.0 単位） １年次 
前期（金）14:45～16:45、各診療科

およびセンターにおける実習 

ファンダメンタルスキル実習Ⅰ（コミュニケー

ション）（0.75 単位×1/2） 
１年次 

後期（金）A組 8:45～10:15、B 組 10:30

～12:00、コミニュケーションスキル 

専門歯科治療概論（1.5 単位） ２年次 
前期（火）１コマ、新潟病院特殊外

来、センター等に関する講義 

口腔保健学実習（0.5 単位） ３年次 
前期（木）14:45～16:15、フィール

ド実習前準備 

早期臨床実習Ⅰ（1.0 単位） ３年次 
前期（木）14:45～16:15、各診療

科、特殊外来、センターの実習 

歯科矯正学実習（1.0 単位） ３年次 
後期（月）10:30～12:00、歯科矯正治療

の基本的な技能、態度、知識の習得 

顎口腔機能診断学実習（1.0 単位） ３年次 
後期（木）8:45～12:00、顎関節・筋・

咬合の診査・分析・評価に関する実習 

歯科医療コミュニケーション実習（0.8 単位） ４年次 
後期（水）13:00～18:00、医療面接、患者説

明、コミュニケーション技法に関する実習 

歯内療法、保存修復、歯科補綴、小児歯科、 

矯正歯科、口腔外科、歯科麻酔に関する実習 
4 年次 

前期、後期、1.5～1.6 単位、臨床に

必要な技能、態度、知識の習得 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ：４年次２月      ＯＳＣＥ：４年次 1月 

 

３．診療参加型臨床実習期間  ５年次４月～５年次３月 

   必修   ５年次４月～５年次２月 

   選択必修 ５年次 月～ 年次 月 

   選択   ５年次２月～ 年次３月 

  

【歯】日本歯科大学新潟生命歯学部 
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４．実習内容 

  

 

  

区 分 必修 

科 目 名 

臨床実習Ⅰ 

（５年次４月～５年次 11月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

  

臨床実習Ⅱ 

（５年次 12 月～５年次２月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☑ そ の 他 

   

概 要 

臨床実習Ⅰの期間は、総合診療科において指導医の担当患者の診療見学、診療介補、

診療実施等の診療参加型臨床実習を行う。高頻度治療は、必修テストケースとして指導

医および患者による評価を行う。また、同時にこの間に９つの小班に分かれ、３班ずつ

総合診療科を出て口腔外科、小児・矯正歯科、麻酔・放射線科をそれぞれ 17 日間ずつ

ローテーション実習して総合診療科に戻る。さらに、これとは別の小班に分かれ、連続

した３日間の訪問診療実習、および５日間の医科病院実習（内科、外科、耳鼻咽喉科、

薬剤科、中央検査科）を行う。地域医療実習は、小グループ毎に保育所、市町村保健セ

ンター、障害者施設、放課後児童健全育成事業などにおいて、歯科保険の実習を行う。 

 臨床実習Ⅱの期間は 9:00～14:30 まで３コマの講義（知識の再確認）を行い、その後 

各診療科における臨床実習を行う。 

診 療 科 

総合診療科 
５年次４月～５年次 11月 

（１日８時間、94日間） 
全 94 日間（752 時間） 

口腔外科 
５年次４月～５年次 11月 

（１日８時間、17日間） 
全 17 日間（136 時間） 

小児歯科・矯正歯

科 

５年次４月～５年次 11月 

（１日８時間、17日間） 
全 17 日間（136 時間） 

歯科麻酔・全身管

理科 

５年次４月～５年次 11月 

（１日８時間、８日間） 
全８日間（64時間） 

放射線科 
５年次４月～５年次 11月 

（１日８時間、９日間） 
全９日間（72時間） 

訪問歯科 
５年次４月～５年次 11月 

（１日８時間、３日間） 
全３日間（24時間） 

医科 
５年次４月～５年次 11月 

（１日８時間、５日間） 
全５日間（40時間） 

臨床実習Ⅱ 
5 年次 12月～5年次２月 

（1 日３時間、45 日間） 
全 45 日間（135 時間） 

計 全 198 日間（1359 時間） 

地域医療

実 習 
 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☑ 保健所 ☑ その他（ 障害者施設等 ） 

備 考 
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区 分 選択 

科 目 名 
選択実習 

（５年次２月～ 年次３月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☑ そ の 他 

  

概 要 

 ２月下旬～３月上旬の７日間、各診療科およびセンターを選択希望し実習を行う。 

総合診療科では、総合診療とともに各特殊外来（白い歯、スポーツ歯科、いき息さわや

か、あごの関節・歯ぎしり、歯科アレルギー治療、MRONJ、口のかわき治療、歯科鎮静

リラックス、顎のかたち・かみ合わせ）のアドバンスプログラムを実習する。口腔イン

プラント科、睡眠歯科センター、口腔ケア機能管理センターは必修実習を行っていない

ので、独自のプログラムで実習を行う。また、日本歯科大学多摩クリニックにおける選

択実習は２～３名ずつ、移動日を含め３日間の実習を２回行う。（この間、交換実習と

して生命歯学部の学生２～３名の訪問歯科を中心とする実習を受け入れている。） 

診 療 科 

総合診療科 ５年次２月～５年次３月 

（１日８時間、７日間） 
全７日間（56時間） 

口腔外科、歯科麻

酔・全身管理科 
５年次２月～５年次３月 

（１日８時間、７日間） 
全７日間（56時間） 

小児歯科、矯正歯科、

障害児者センター 

５年次２月～５年次３月 

（１日８時間、７日間） 
全７日間（56時間） 

放射線科 ５年次２月～５年次３月 

（１日８時間、７日間） 
全７日間（56時間） 

訪問歯科口腔ケ

ア科 

５年次２月～５年次３月 

（１日８時間、７日間） 
全７日間（56時間） 

口腔インプラン

ト科 

５年次２月～５年次３月 

（１日８時間、７日間） 
全７日間（56時間） 

睡眠歯科センタ

ー 

５年次２月～５年次３月 

（１日８時間、７日間） 
全７日間（56時間） 

口腔ケア機能管

理センター 

５年次２月～５年次３月 

（１日８時間、７日間） 
全７日間（56時間） 

多摩クリニック 
５年次２月～５年次３月 

（１日８時間、３日間） 
全３日間（16時間）×２ 

計 全７日間（56時間） 

地域医療

実 習 
 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

 

 できるだけ学生間の実施内容に差の出ないような症例確保および Cr＆Br や総義歯など元来 

頻度の少ないケースを学生にどのように体験あるいは教育するかが課題の 1 つである。 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

臨床基礎概論 1 
37 コマ 

55.5 時間 

コミュニケーション入門 2 
7 コマ 

10.5 時間 

医療コミュニケーション（実習含） 4 
17 コマ 

25.5 時間 

総合歯科学（実習含） 4 
252 コマ 

378 時間 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ： 4 年次 2 月      ＯＳＣＥ： 4 年次 2 月 

 

３．診療参加型臨床実習期間   5 年次 4月～6年次 8月 

   必修    5 年次 4 月～ 6 年次 8 月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

  

【歯】神奈川歯科大学 
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４．実習内容  

５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

区 分 必修 

科 目 名 

臨床実習Ⅰ 

（ 5年次 4月～ 5年次 3月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☐ そ の 他 

  

臨床実習Ⅱ 

（ 6年次 4月～ 6年次 8月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☐ そ の 他 

   

概 要 

 本大学の臨床実習は創立当初より参加型として変わってはいない。 

本年度は 5年生の臨床実習を月・水・金曜日を中心として、総合診療科を中心に 1学

年を 3グループに分け、各科を当番制として、すべての診療科を必修としている。 

また、6 年生の 4 月～8月までを臨床実習とし、火・木曜日を中心として当番制で各

診療科を必修としている。 

診 療 科 

総合診療科・初診 
5 年次 4月～6年次 8 月 

（61 日間） 
全 244 コマ（366 時間） 

小児歯科 
5 年次 4月～6年次 8 月 

（13 日間） 
全 52 コマ（78時間） 

歯科矯正科 
5 年次 4月～6年次 8 月 

（10 日間） 
全 40 コマ（60時間） 

口腔外科 
5 年次 4月～6年次 8 月 

（26 日間） 
全 104 コマ（156 時間） 

画像診断科 
5 年次 4月～6年次 8 月 

（10 日間） 
全 40 コマ（60時間） 

先進歯科センタ

ー 

5 年次 4月～6年次 8 月 

（20 日間） 
全 80 コマ（120 時間） 

医科歯科連携セ

ンター・高齢者歯

科・障害者歯科 

5 年次 4月～6年次 8 月 

（10 日間） 全 40 コマ（60時間） 

内科・麻酔科・薬

局・検査科 

5 年次 4月～6年次 8 月 

（14 日間） 
全 56 コマ（84時間） 

計 全 656 コマ（984 時間） 

地域医療

実 習 
 6日間（36時間） 

☑ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☑ 公的病院 ☐ 私立病院 

☑ 診療所 ☑ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 
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■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

統合臨床基礎実習 (3 単位) ４ 
1 日 4コマ×14日 56 時間 

 

臨床予備実習(ポリクリ) 単位は臨床実習Ⅰ

に含む 
5 

1 日 4コマ×16日 64 時間 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ：4 年次 2 月      ＯＳＣＥ：4年次 2月 

 

３．診療参加型臨床実習期間   5 年次 4月～6年次 4月 

   必修    5 年次 4月～6年次 4月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

  

【歯】鶴見大学 
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４．実習内容  

５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

区 分 必修 

科 目 名 

臨床実習Ⅰ 

（5 年次 4月～5年次 3月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

  

臨床実習Ⅱ 

（6 年次 4月～6年次 4月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

   

概 要 

【臨床予備実習】臨床系各科を回わる他、患者さんとのコミュニケーションのとり方、

言葉遣い、態度など患者さん中心の歯科医療（POS）への心構えのほか将来、歯科医師

としてわきまえなければならない心構え、即ち医の倫理を培うことを目的としている。 

【臨床実習Ⅰ・Ⅱ】臨床系各科を回ることは臨床予備実習と同じであるが、臨床実習指

導者の直接の指導の下に歯科診療に従事し、医療管理の事務、患者さんとの応待など、

これまでに修練した知識、技術を駆使し、歯科医療・管理についての徹底的な実地修練

を受ける。 

診 療 科 

総合歯科１ 
5 年次 5月～6年次 4 月 

（週 16 コマ×32 週） 
全 512 コマ(512 時間) 

放射線 
5 年次 5月～5年次 11 月 

（週 16 コマ×2 週） 
全 32 コマ(32 時間) 

小児歯科 
5 年次 5月～5年次 11 月 

（週 16 コマ×2 週） 
全 32 コマ(32 時間) 

矯正 
5 年次 5月～5年次 11 月 

（週 16 コマ×2 週） 
全 32 コマ(32 時間) 

口腔外科・ 

口腔内科 

5 年次 5月～5年次 11 月 

（週 16 コマ×2 週） 
全 32 コマ(32 時間) 

麻酔 
5 年次 5月～5年次 11 月 

(週 8 コマ×１週・週 12 コマ×1 週） 
全 20コマ(20 時間) 

高齢者歯科 
5 年次 8月～5年次 11 月 

（週 16 コマ×１週） 
全 16コマ(16 時間) 

ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ 
5 年次 5月～5年次 7 月 

（週 4コマ×１週） 
全 4 コマ(4 時間) 

内科       5 年次 1月～5年次 2 月 

（週 2コマ×１週） 
全 2 コマ(2 時間) 

地域医療

実 習 
 1 日（4時間） 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☑ その他（老人ホーム：特養） 

備 考 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

医療面接法（１単位） ３年次 
４月～８月 

15 コマ（１コマ 90分）実施 

臨床予備演習（４単位） ４年次 
９月～12月実施 

30 コマ（１コマ 90分）実施 

総合講義（４単位） ４年次 
８月～11月実施 

55 コマ（１コマ 90分）実施 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ：４年次１月      ＯＳＣＥ：４年次２月 

 

３．診療参加型臨床実習期間   ５年次４月～５年次２月 

   必修   ５年次４月～５年次２月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

  

【歯】松本歯科大学 
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４．実習内容 

  

 

  

区 分 必修 

科 目 名 

臨床実習第一クール 

（５年次４月～５年次６月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習 

☑ そ の 他 

  

臨床実習第二クール 

（５年次６月～５年次２月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習 

☐ そ の 他 

   

概 要 

第一クール：各診療部門にて相互実習・ファントム実習・診療見学・診療介助などを 

学修する。 

第二クール：各診療部門をローテーションし診療見学・診療介助・診療自験などを習

得する。学外協力施設での診療見学などを学修する。 

 

診 療 科 

総合口腔診療部

門 

５年次６月～５年次２月 

（週 23 コマ×13 週） 
全 299 コマ（449 時間） 

連携型口腔診療

部門 

５年次６月～５年次２月 

（週 23 コマ×6 週） 
全 138 コマ（207 時間） 

育成期口腔診療

部門 

５年次６月～５年次２月 

（週 23 コマ×３週） 
全 69コマ（104 時間） 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

  

地域医療

実 習 
１日（８時間） 

☐ 附属病院 ☑ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☑ その他（老健施設） 

備 考 

総合口腔診療部門（＝総合診療科、保存科、補綴科） 

連携型口腔診療部門（＝口腔外科、麻酔科、放射線科、障がい者歯科） 

育成期口腔診療部門（＝小児歯科、矯正科） 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

  

課 題： 

① 診療参加型臨床実習前における模型実習、総合講義および臨床予備演習の内容 

② 診療参加型臨床実習に参加いただける患者の確保 

③ 診療自験練習用の設備・施設（ユニット・マネキンなど）の整備 
④ PostCC-OSCE（臨床実地試験・一斉技能試験）の学内評価者の育成 
⑤ 診療参加型臨床実習の見学・介助・自験数の設定 
 
 
対応策：課題の番号に対応しています。 
① 模型実習や臨床予備演習では、各講座単位の模型実習ではなく統合型模型実習のように

歯科診療の流れを理解できるような実習内容の構築を検討している。 
② 初診担当医が来院される患者さんに、診療参加型臨床実習へのご協力についてお声がけ

しております。 
③ 既存の模型実習室および臨床予備演習室などの設備・施設を整備することで診療自験練

習環境の整備に取り組んでいます。 
④ 共用試験実施評価機構主催の評価者養成 WS の他、本学でも評価者養成 WS を開催し（機

構からの開催許可を受けた上で）PostCC-OSCE の円滑な運営体制を整備しています。 
⑤ 今後２～３年の臨床実習を精査した上で、診療参加型臨床実習に適切な実習内容を構築

する予定です。 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

早期臨床実習Ⅰ（0.5 単位） 1 年次 
 

早期臨床実習Ⅱ（1単位） 2 年次 
 

早期臨床実習Ⅲ（0.5 単位） 3 年次 
 

歯科医学研究入門（0.5 単位） 3 年次 
 

歯科医学総論（0.5 単位） 1 年次 
 

基礎歯科学入門Ⅰ（5単位） 1 年次 
 

基礎歯科学入門Ⅱ（5単位） 1 年次 
 

基礎歯科学入門Ⅲ（5単位） 1 年次 
 

基礎・臨床歯科学Ⅰ（3単位） 2 年次 
 

基礎・臨床歯科学Ⅱ（3単位） 3 年次 
 

基礎・臨床歯科学演習（10 単位） 4 年次 
 

基礎・臨床歯科学演習（10 単位） 4 年次 
150 コマ 

総合歯科医学Ⅰ（8単位） 5 年次 
120 コマ 

    

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ： 4 年次 2月      ＯＳＣＥ：4年次 2 月 

３．診療参加型臨床実習期間   5 年次 4 月～ 5 年次 3 月 

   必修    5 年次 4 月～ 5 年次 3月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

【歯】朝日大学 
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４．実習内容 

  

 

区 分 必修 

科 目 名 
臨床実習Ⅰ 

（ 5年次 4 月～ 5 年次 3 月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☑ そ の 他 

  

概 要 

主に、各診療科ローテート方式と、診療参加型実習を初診から患者に追従して各診療科

を回る方式との 2 方式を併用している。これに加えて、附属病院では口腔外科と一般医

科での実習【相互実習を含む】、一般開業医の先生方が行っている在宅訪問診療や施設

への訪問診療の介助実習を組み込んでいる。 

 

 

診 療 科 

 

保存科 
5 年次 4月～5年次 3 月 

（週 22 コマ×6 週） 
全 132 コマ（264 時間） 

歯周病科 
5 年次 4月～5年次 3 月 

（週 22 コマ×3 週） 
全 66 コマ（132 時間） 

歯科補綴科 
5 年次 4月～5年次 3 月 

（週 22 コマ×9 週） 
全 198 コマ（396 時間） 

口腔診断科（初

診） 

5 年次 4月～5年次 3 月 

（週 8コマ×3週）＋適宜参加 
全 24コマ（96＋α時間） 

小児歯科 
5 年次 4月～5年次 3 月 

（週 22 コマ×3 週） 
全 66 コマ（132 時間） 

矯正歯科 
5 年次 4月～5年次 3 月 

（週 22 コマ×3 週） 
全 66 コマ（132 時間） 

歯科口腔外科 
5 年次 4月～5年次 3 月 

（週 22 コマ×3 週） 
全 66 コマ（132 時間） 

病理診断科 
5 年次 4月～5年次 3 月 

（週 4コマ×1週） 
全 4 コマ（8時間） 

歯科麻酔科 
5 年次 4月～5年次 3 月 

（週 8コマ×3週） 
全 24 コマ（96＋α時間） 

口腔診断放射線

科 

5 年次 4月～5年次 3 月 

（週 22 コマ×1 週＋12コマ） 
全 34 コマ（68時間） 

インプラント科 
5 年次 4月～5年次 3 月 

（週 10 コマ×1 週） 
全 10 コマ（20時間） 

障がい者歯科 
5 年次 4月～5年次 3 月 

（週 22 コマ×1 週） 
全 22 コマ（44時間） 

PDI 歯科診療所 
5 年次 4月～5年次 3 月 

（週 22 コマ×1 週） 
全 22 コマ（44時間） 

歯科訪問診療 
5 年次 4月～5年次 3 月 

（週 8コマ×1週） 
全 8 コマ（16時間） 

大学病院（医

科） 

5 年次 4月～5年次 3 月 

（週 8コマ×1週） 
全 8 コマ（16時間） 

地域医療

実 習 

全 8 コマ（16 時

間） 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☑ 診療所 ☐ 保健所 ☑ その他（施設、居宅  ） 

備 考 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

  

・具体策はありませんが、診療時間を工夫して、患者数、症例数を増加させること。 

・低学年での基礎実習の内容充実と 4 年次での統合型模型実習の実施によって、見学実習を

補完できるようなシステムを構築していくべき。 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

旧カリキュラム（現６年生まで） 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

歯科学概論（2単位） 1 年次 うち２コマ（歯科医療施設見学） 

医の原則（１単位） ２年次  

歯科医師の基本的態度（１単位） ３年次  

生涯学習/対人関係能力（１単位） ３年次  

   

   

   

   

   

   

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ：４年次１月      ＯＳＣＥ：４年次１月 

 

３．診療参加型臨床実習期間  5 年次 9月～6年次 8月 

   必修   5 年次 9月～6年次 8月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

  

【歯】愛知学院大学 
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４．実習内容 

  

 

５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

区 分 必修 

科 目 名 
臨床実習・総合歯学・総合研修 

（5 年次 8月～6年次 9月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☐ そ の 他 

  

概 要 

 

保存科と補綴科は患者配当で自験を行い、これ以外の科は見学・介助を中心行ってい

る。 

 

 

 

診 療 科 

保存科・補綴科 5 年次 8月～6年次 9 月 全 420 コマ（630 時間） 

口腔外科 5 年次 8月～6年次 9 月 全 96 コマ（144 時間） 

矯正歯科 5 年次 8月～6年次 9 月 全 48 コマ（72時間） 

小児歯科 5 年次 8月～6年次 9 月 全 48 コマ（72時間） 

歯科放射線科 5 年次 8月～6年次 9 月 全 32 コマ（48時間） 

口腔衛生科 5 年次 8月～6年次 9 月 全 4 コマ（6時間） 

麻酔科 5 年次 8月～6年次 9 月 全 2 コマ（3時間） 

内科 5 年次 8月～6年次 9 月 全 1 コマ（1.5 時間） 

  

地域医療

実 習 
  

☑ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 

 

 

 

学生教育に協力をしていただける患者の確保が課題です。 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

口腔解剖学（4単位） ２年次 
 

 

口腔組織学（3単位） ２年次 
 

口腔病理学（4単位） ２年次 
 

保存修復学（4単位） ３年次 
 

歯内治療学（3単位） ３年次 
 

歯周病学（3単位） ３年次 
 

クラウンブリッジ補綴学（10単位） ３年次 
 

総義歯補綴学（5単位） ３年次 
 

口腔外科学１（2単位） ３年次 
 

歯科放射線学（3単位） ３年次 
 

歯科心身医学・口腔内科学（0.5 単位） ３年次 
 

歯科矯正学（4単位） ４年次 
 

小児歯科学（3.5 単位） ４年次 
 

障害者歯科学（1単位） ４年次 
 

高齢者歯科学・口腔ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学（3 単位） ４年次 
 

局部床義歯補綴学（5単位） ４年次 
 

口腔インプラント学（2単位） ４年次 
 

口腔外科学２（2単位） ４年次 
 

歯科麻酔学（3単位） ４年次 
 

【歯】大阪歯科大学 
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スポーツ医歯学（0.5 単位） ４年次 
 

コアカリに沿った講義Ⅰ（3 単位） ４年次 
 

コアカリに沿った講義Ⅱ（12単位） ４年次 
 

コアカリに沿った講義Ⅲ（4 単位） ４年次 
 

コアカリに沿った実習（3単位） ４年次 
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ： ４年次 ２月      ＯＳＣＥ： ４年次 ３月 

 

３．診療参加型臨床実習期間   ５年次 ４月～ ５年次 ３月 

   必修    ５年次 ４月～ ５年次 ３月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 
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４．実習内容 

  

区 分 必修 

科 目 名 
臨床実習、臨床講義、総合講義 

（５年次４月～５年次３月） 

☑ 診療科臨床実習 

☑ 地域医療実習  

☑ そ の 他 

  

概 要 

本学の臨床実習は総合診療方式で行い、１２ヶ月を通じて担当する患者について、初診

から終診までの経過を体験できる。本館８階総合診療室において、各科の専門教員によ

る合同的診療が行われる。なお、口腔外科的処置は、必要に応じて患者を口腔外科診療

室に誘導し、診療を受ける。口腔外科はさらに班別研修期間を設定しており、口腔外科

診療室に出向いて実習する。矯正歯科、小児歯科、歯科放射線科、歯科麻酔科、口腔診

断科、臨床研修教育科、インプラント科および障がい者歯科は特科実習と称し、それぞ

れの診療室で班別に臨床実習を行う。また、臨床研修教育科で見学実習を行う。 

  臨床実習は、朝の臨床講義終了後、各配属の診療室において点呼することから始ま

り、午後４時頃まで行う。その後、午後４時から総合講義が約１時間実施される。 

診 療 科 

保存修復科 
５年次４月～５年次３月 

 

歯内治療科 
５年次４月～５年次３月 

 

歯周治療科 
５年次４月～５年次３月 

 

高齢者歯科 
５年次４月～５年次３月 

 

補綴咬合治療科

（有歯） 

５年次４月～５年次３月 
 

補綴咬合治療科

（欠損） 

５年次４月～５年次３月 
 

口腔外科１ 
５年次４月～５年次３月 

連続 10 日×2ラウンド＝20 日 
20 日を 15班実施 

口腔外科２ 
５年次４月～５年次３月 

連続 10 日×2ラウンド＝20 日 
20 日を 15班実施 

矯正歯科 
５年次４月～５年次３月 

2 日×4 ラウンド＝8 日 
8 日を 15班実施 

小児歯科 
５年次４月～５年次３月 

2 日×4 ラウンド＝8 日 
8 日を 15班実施 

歯科放射線科 
５年次４月～５年次３月 

1 日×4 ラウンド＝4 日 
4 日を 15班実施 

歯科麻酔科 
５年次４月～５年次３月 

連続 2日×2ラウンド＝4日 
4 日を 15班実施 

口腔診断科 
５年次４月～５年次３月 

2 日×4 ラウンド＝8 日 
8 日を 15班実施 

臨床研修教育科 
５年次４月～５年次３月 

1 日×1 ラウンド＝1 日 
1 日を 15班実施 

口腔インプラン

ト科 

５年次４月～５年次３月 

連続 8日×1ラウンド＝8日 
8 日を 15班実施 

障がい者歯科 
５年次４月～５年次３月 

2 日×1 ラウンド＝2 日 
2 日を 15班実施 

技工室見学 
５年次４月～５年次３月 

連続 3日×1ラウンド＝3日 
3 日を 15班実施 
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５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

 

技工室掃除当番 
５年次４月～５年次３月 

3～4回×1ラウンド 
3～4回を 15 班実施 

総合診療室フラ

ッシング 

５年次４月～５年次３月 

3～4回×1ラウンド 
3～4回を 15 班実施 

  

地域医療

実 習 

５年次４月～５

年次３月 

4 日を 15班実施 

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☑ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 
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診療参加型臨床実習の概要 
 

■診療参加型臨床実習（概要） 

  ※2019 年度に 6 年次として在籍する学生に関する状況 

 

１．診療参加型臨床実習を効果的に実施するための準備 

科目名等 学 年 備 考 

医・口腔医学概論（２単位） １ 
全 39 コマ中 22コマで付属病院見

学・体験学習を実施 

介護施設・ブラッシング体験学習（１単位） １ 
付属の介護施設で高齢者と接し、

高齢者医療の基礎を知る。 

介護基礎連携演習（１単位） ３ 
付属の介護施設で高齢者の食事介

助、口腔ケアを体験する。 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

    

 

２．共用試験実施時期（臨床実習前） 

   ＣＢＴ： ４年次 ２月      ＯＳＣＥ： ４年次 ２月 

 

３．診療参加型臨床実習期間   ５年次 ４月～ ５年次 ２月 

   必修    ５年次 ４月～ ５年次 ２月 

   選択必修  年次 月～ 年次 月 

   選択    年次 月～ 年次 月 

  

【歯】福岡歯科大学 
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４．実習内容  

 

５．その他 

【診療参加型臨床実習の質・量を充実させる上での今後の課題や対応策】 

 

区 分 必修 

科 目 名 

臨床実習Ⅰ 

（ ５年次 ４月～ ５年次 ７月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☐ そ の 他 

  

臨床実習Ⅱ 

（ ５年次 ９月～ ５年次 ２月） 

☑ 診療科臨床実習 

☐ 地域医療実習  

☐ そ の 他 

   

概 要 
安全で質の高い、思いやりのある歯科医療を行うために必要な知識・態度・技術を習得

する。 

診 療 科 

保存・歯周病 
５年次 ４月～ ５年次 ２月 

（日５コマ×２３日） 
全 115 コマ（230 時間） 

補綴・ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ 
５年次 ４月～ ５年次 ２月 

（日５コマ×２８日） 
全 140 コマ（280 時間） 

口腔外科・放射

線・麻酔 

５年次 ４月～ ５年次 ２月 

（日５コマ×３０日） 
全 150 コマ（300 時間） 

総合歯科 
５年次 ４月～ ５年次 ２月 

（日５コマ×１６日） 
全 80コマ（160 時間） 

高齢者歯科 
５年次 ４月～ ５年次 ２月 

（日５コマ×８日） 
全 40コマ（80時間） 

矯正歯科 
５年次 ４月～ ５年次 ２月 

（日５コマ×８日） 
全 40コマ（80時間） 

小児歯科 
５年次 ４月～ ５年次 ２月 

（日５コマ×７日） 
全 35コマ（70時間） 

障害者歯科 
５年次 ４月～ ５年次 ２月 

（日５コマ×６日） 
全 30コマ（60時間） 

口腔保健 
５年次 ４月～ ５年次 ２月 

（日５コマ×４日） 
全 20コマ（40時間） 

総合医学 
５年次 ９月～ ５年次 ２月 

（日５コマ×６日） 
全 30コマ（60時間） 

計 全 680 コマ（1360 時間） 

地域医療

実 習 
  

☐ 附属病院 ☐ 国公立病院 ☐ 公的病院 ☐ 私立病院 

☐ 診療所 ☐ 保健所 ☐ その他（        ） 

備 考 
 

 

 

診療参加型臨床実習において、模型ではなく患者を確保することが課題である。 
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